
 平成２７年度の制度改正の内容について、今までの改正内容とは質  
が異なるものもあり、厚生労働省にて制度改正に関する利用者負担に  
ついてポスターを作成し、利用者への周知を広く行っていく予定にな  
っております。  
今回説明する内容を含め、事業者の皆様には制度改正の内容に関す

る利用者への周知について何卒ご協力をお願いいたします。  

今後の高齢化の進展に伴い、介護費用は増大し、介護保険料も上昇  
していく中で、制度の持続可能性を高めるため、保険料の上昇を可能  
な限り抑えていく必要があり、相対的に負担能力のある一定以上所得  
者の利用者負担の見直しが行われました。  

○自己負担が２割となる一定以上所得者の判定基準  
65歳以上の被保険者のうち所得上位20％に相当する基準である合  

計所得金額１６０万円以上の方のみ利用者負担を引き上げる事を基本  
と考え、実質的な所得が２８０万円に満たないケースや２人以上世帯  
のケースを考慮し、判定基準は下記のようになります。  

・第１号被保険者のうち合計所得金額が１６０万円以上の場合に２割  
負担とする。  

 ・ただし  年金収入  + その他の合計所得金額が  
       単身・・・・・・280万円未満  
       ２人以上世帯・・346万円未満  
  の方については、１割負担に戻す。  

○「負担割合証」について
「負担割合証」については、１割負担者も含め認定者全員に配布し  

ます。（平成２７年７月に配布予定）  

○サービス利用について
  平成２７年８月以降、被保険者が介護保険サービスを受ける場合に  
は、  被保険者証  + 負担割合証  が必要となります。  
サービスを行う際は、被保険者の自己負担額について、必ず「負担  

 割合証」を確認してください。  

※  被保険者が負担割合証を忘れたなどで負担割合が不明な場合は、  
 まずケアマネジャーに確認し、なお不明な場合は、事業者が仮に２  
 割を徴収する取扱いも可能ですが、後日１割負担だと判明した場合  
 は、事業者が利用者との間で調整を行ってください。  

２  一定以上所得者の利用者負担の見直し  平成２７年８月施行  

６ 介護保険制度改正における費用負担に関する事項 

１  周知について  

第１号被保険者  
本人の合計所得金額

160万以上

160万未満

同一世帯の第１号被保険者の
年金収入+その他の合計所得 

単身・・・・・・・ 280万

２人以上世帯・・・ 346万

未満  

以上  

１割負担  

２割負担  



  高額介護サービス費の限度額は、制度創設時の医療保険の高額療養
費の多数該当に合わせて設定されましたが、医療保険における住民税
課税世帯の基準は現在３７，２００円から４４，４００円に引き上げ
られているため、介護保険の高額介護サービス費についても見直しが
行われ、新たに区分が新設されました。  

○区分と考え方

・同一世帯内の第１号被保険者に現役並み所得相当の者がいる場合に、  

その世帯の負担の上限額を４４，４００円とする。  

・現役並み所得相当の者の基準は、高齢者医療と同様とし、  

○課税所得１４５万円以上  

○ただし、課税所得１４５万円以上の場合でも、同一世帯内の第１号  

被保険者の収入が  

１人のみの場合３８３万円  

２人以上の場合５２０万円  

に満たない場合には、一般（上限３７，２００円）に戻す。  

※  課税所得１４５万円以上の場合は、現役並み所得相当の区分となります  

が、収入額が「１人のみの場合３８３万円」、「２人以上の場合５２０万  

円」に満たない場合は一般の区分に戻す事となります。  

この判定の基となる収入額については保険者で把握する事が出来ないた  

め、被保険者による申請が必要となります。  

  被 保険者による申請については、保険者から勧奨を行い、この申請によ  

り基準を下回る場合には、申請があった月の翌月初日から上限が３７，２  

００円となります。  

○高額医療合算介護サービス費の変更

高額医療合算介護サービス費についても、高額療養費の見直しに伴  

 い、７０歳未満の者がいる世帯の場合の所得区分を細分化し、限度額が変  

わります。  

 ３  高額介護サービス費の見直しについて  平成２７年８月施行  

 自己負担限度額（月額）  

現役並み所得相当  ４４，４００円（世帯）  

一般  ３７，２００円（世帯）  

市町村民税世帯非課税等  ２４，６００円（世帯）  

 年金収入 80万円以下等  １５，０００円（個人）  

 ４  高額医療合算介護サービス費の見直しについて  



○新区分表  

所 得  

（ 基礎控除後の総所得金額等）

７ ０ 歳 未満  70歳 以 上  

平成２６年８月

～  

平成２7年7月

平成２7年8月～ 所得区 分
70～ 74

歳

後期高 齢

者医療 制

度で医 療

を受ける

人

901万円超  176万円 212万円 現役並み所得 67万円 67万円

600万超９０１万円以下 135万円 141万円 一般  56万円 56万円

210万超600万円以下 67万円  67万円  低所得者Ⅱ 31万円 31万円

2 1 0 万 円 以 下 63万円  60万円  低所得者Ⅰ 19万円 19万円

住民税世帯非課税 34万円  34万円   

  平 成１７年から特別養護老人ホーム等にかかる費用のうち、食費及び居

住は本人の自己負担が原則となっているが、低所得者が多く入所している

実態を考慮して、住民税非課税世帯である入居者については、その申請に

基づき、補足給付を支給し負担の軽減を行ってきましたが、預貯金や不動

産を保有するにもかかわらず、保険料を財源とした補足給付が行われるこ

とは不公平であることから見直しを行い、補足給付の申請にあたり要件が

追加されました。  

○要件に追加された項目

 ・配偶者の所得勘案  

 ・預貯金の勘案  

配偶者の所得勘案について  

  世 帯分離していても配偶者の所得を勘案します。  

・配偶者の有無については、申請書に配偶者の氏名、生年月日、住所等の

欄を設け、申請にあたり記入が必要。  

※婚姻届を提出していない事実婚も含む。  

・①  Ｄ Ｖ防止法における配偶者からの暴力を受けた場合や、②  行方不

明の場合、③  ①②に順ずる場合は対象外。  

預貯金の勘案について  

・預貯金の確認ついては、通帳等で確認するため、申請には通帳等の写し  

が添付資料として提出が必要。  

・必要に応じて、銀行等へ預貯金の照会を行うため、申請には同意書につ  

いても提出が必要。  

○不正な申告について  

  不 正の行為を行った場合は、不正に受給した額に加え、１倍以下の加算  

金の返還が発生します。特に悪質であると認める場合には２倍以下の加算  

金の返還が発生します。  

 ５  補足給付の見直しについて  平成２７年８月施行  



○預貯金の範囲・考え方

 ・資産性があるもの、換金性が高いもの、かつ価格評価が容易なものが  

資産勘案の対象  

・負債については、預貯金額から差し引く。  

種類  対象か否か  確認方法  

預貯金（普通・定期）  ○  通帳の写し（インターネット

バンクであれば口座残高ペー

ジの写し）  

有価証券（株式・国

債・地方債・社債な

ど）  

○  証券会社や銀行の口座残高の

写し（ウェブサイトの写しも

可）  

金・銀（積立購入を含

む）など、購入先の口

座残高によって時価評

価額が容易に把握でき

る貴金属  

○  購入先の銀行等の口座残高の

写し（ウェブサイトの写しも

可）  

投資信託  ○  銀行、信託銀行、証券会社等

の口座残高の写し（ウェブサ

イトの写しも可）  

タンス預金（現金）  ○  自己申告  

負債（借入金・住宅ロ

ーンなど）  

○  借用書など  

生命保険  ×  

自動車  ×  

貴金属（腕時計・宝石

など、時価評価額の把

握が困難であるもの）  

×  

その他高価な価値のあ

るもの（絵画・骨董

品・家財など）  

×  



○（介護予防）訪問介護  
・サービス提供責任者の配置基準の見直し  

 常勤のサービス提供責任者が3人以上であって、サービス提供責任者の業務

に主として従事する者が1人以上配置されている事業所について、複数のサー

ビス提供責任者が共同して利用者に関わる体制が構築された場合や、利用者情

報の共有などサービス提供責任者が行う業務の効率化が図られている場合には

、配置基準を「利用者50人に対して1人以上」に緩和する。  

○（介護予防）訪問リハビリテーション・通所リハビリテーション  
・リハビリテーションマネジメントの強化  

 適宜適切でより効果の高いリハビリテーションを実現するために、リハビリ

テーション計画書（様式）の充実や計画の策定と活用等のプロセス管理の充実

、介護支援専門員や他のサービス事業所を交えた「リハビリテーション会議」

の実施と情報共有の仕組みを加える。  

・運営の効率化  

 訪問・通所リハビリテーションの両サービスを、同一事業者が提供する場合

の運営の効率化を推進するために、リハビリテーション計画、リハビリテーシ

ョンに関する利用者の同意書、サービス実施状況の診療記録への記載等を効果

的・効率的に実施できるよう基準を見直す。  

・リハビリテーションの基本理念  

 リハビリテーションは「心身機能」、「活動」、「参加」などの生活機能の

維持・向上を図るものでなければならないことについて、訪問・通所リハビリ

テーションに関する基本方針に規定する。  

（訪問看護、通所介護、認知症対応型通所介護も同様に規定する。）  

○（介護予防）通所介護
・宿泊サービスを実施する場合の運営基準の厳格化  

 通所介護事業所の設備を利用して、介護保険制度外の夜間及び深夜のサービ

ス（宿泊サービス）を実施している事業所については届出を求めることとし、

事故報告の仕組みを設けるとともに、情報公表を推進する。  

・看護職員の配置基準の緩和  

 地域で不足している看護職員については、その専門性を効果的に活かすこと

ができるよう、病院、診療所、訪問看護ステーションと連携し、健康状態の確

認を行った場合には、人員配置基準を満たしたものとする。  

・地域密着型サービスへの移行に係る基準の創設  

 平成 28年度に地域密着型サービスへ移行することに伴い、地域との連携や

運営の透明性を確保するための運営推進会議の設置など、新たに基準を設けて

いく。  

○（介護予防）短期入所生活介護  
・緊急時における基準緩和  

 利用者の状態や家族等の事情により、介護支援専門員が緊急やむを得ないと

認めた場合などの一定の条件下においては、専用の居室以外の静養室での受入

れを可能とする。  

 １  平成 27年度基準条例等の改正について（案）  

７ 事業者指定係からのお知らせ 



・緊急時における短期利用や宿泊ニーズへの対応  

 基準該当短期入所生活介護の提供について、一定の条件下において、専用の

居室以外での静養室等での実施を可能とする。また、小規模多機能型居宅介護

事業所に併設して実施することを可能とし、その場合には、浴室・トイレ等に

ついて共用を可能とする。  

○（介護予防）特定施設入居者生活介護
・介護職員、看護職員の配置基準の見直し  

要支援 1の基準（ 10： 1）を参考に、要支援2の基準（3： 1）を見直し、要

支援1・ 2の基準を10： 1に改正。  

・法定代理受領の同意書の廃止  

事業者が介護報酬を代理受領する要件として、有料老人ホームのみ国民健康

保険団体連合会に対して入居者による同意書を提出することが義務づけられて

いるが、老人福祉法の改正により、前払金を受領する場合は、その算定根拠を

書面で明らかにすることが義務づけられていることから、この要件を撤廃する

。  

・養護老人ホームにおけるサービス提供のあり方の見直し  

養護老人ホームについて、個別に要介護者に対して委託による訪問介護等を

提供する外部サービス利用型だけではなく、施設自体に介護職員等を配置する

ことで多くの要介護者に対して効率的にサービスを提供することが可能な一般

型とすることができることとする。  

○（介護予防）福祉用具貸与・特定福祉用具販売  
・福祉用具専門相談員の資質の向上  

福祉用具専門相談員の指定講習内容の見直しを踏まえ、現に従事している福

祉用具専門相談員について、必要な知識の習得及び能力の向上といった自己研

さんに常に努めることとする。  

・複数の福祉用具を貸与する場合の価格の適正化  

 福祉用具の貸与価格について、予め減額の規定を届け出ることにより、通常

の貸与価格から減額して貸与することを可能とする。  

※変更届出については、通常の料金変更と同様の添付書類でお願いします。  

○定期巡回・随時対応型訪問介護看護  
・訪問看護サービスの提供体制の見直し  

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所のうち、一体型事業所における訪

問看護サービスの一部について、他の訪問看護事業所の契約に基づき、当該訪

問看護事業所に行わせることを可能とする。  

・オペレーターの配置基準の緩和  

 夜間から早朝まで（午後6時から午前8時まで）の間にオペレーターとして

充てることができる施設・事業所の範囲として、「同一敷地内又は隣接する施

設・事業所」を追加する。あわせて、複数の事業所の機能を集約し、通報を受

け付ける業務形態の規定を緩和する。  

・介護・医療連携推進会議及び外部評価の効率化  

 介護・医療連携推進会議と外部評価は、ともに「第三者による評価」という

共通の目的であることを踏まえ、事業所が引き続き、自らその提供するサービ

スの質の評価（自己評価）を行い、これを公正・中立な立場にある第三者が出

席する介護・医療連携推進会議に報告した上で公表する仕組みとする。  



・地域連携型サービスの創設  

 指定訪問介護事業所が定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所と業務委託

契約を結び、定期巡回・随時対応型サービスとして日中の訪問サービスを行う

形態を可能とする。  

○ (介護予防 )小規模多機能型居宅介護  
・登録定員の緩和  

 小規模多機能型居宅介護の登録定員を29人以下とする。あわせて、登録定

員が26人以上 29人以下の指定小規模多機能型居宅介護事業所について、当該

事業所の居間及び食堂を合計した面積が、「利用者の処遇に支障がないと認め

られる広さ（1人当たり3㎡以上）が確保されている場合」には、通いサービ

スに係る利用定員を 18人以下とすることを可能とする。  

・運営推進会議及び外部評価の効率化  

 運営推進会議と外部評価は、ともに「第三者による評価」という共通の目的

を有することを踏まえ、事業所が引き続き、自らその提供するサービスの質の

評価（自己評価）を行い、これを公正・中立な立場にある第三者が出席する運

営推進会議に報告した上で公表する仕組みとする。  

・看護職員と配置要件、他の訪問看護事業所等との連携  

 小規模多機能型居宅介護の看護職員が兼務可能な施設・事業所の範囲として

「同一敷地ない又は隣接する施設・事業所」を追加する。また、兼務可能な施

設・事業所の種別として、指定居宅サービスや定期巡回・随時対応型訪問介護

看護等を加える。  

・認知症対応型共同生活介護事業所との併設型における夜間の職員配置の緩和  

 小規模多機能型居宅介護事業所と認知症対応型共同生活介護事業所が併設し

ている場合について、入居者の処遇に支障がないことを前提に、小規模多機能

型居宅介護事業所の泊まり定員と認知症対応型共同生活介護事業所の１ユニッ

トあたりの定員の合計が９名以内であり、かつ、両者が同一階に隣接している

場合には、夜間の職員配置について兼務を可能とする。  

○ (介護予防 )認知症対応型共同生活介護  
・ユニット数の見直し  

 認知症対応型共同生活介護事業者が効率的にサービスを提供できるよう、現

行では「1又は 2」と規定されているユニット数の標準について、新たな用地

確保が困難である等の事情がある場合には3ユニットまで差し支えないことを

明確化する。  

・同一建物に併設できる施設・事業所の範囲の見直し  

 認知症対応型共同生活介護事業所を広域型特別養護老人ホーム、介護老人保

健施設等と同一建物に併設することについては、家庭的な環境と地域住民との

交流の下、認知症対応型共同生活介護が適切に提供されるものと認められる場

合には、併設を可能とする。  

・市外利用者の受入について  

 川崎市の被保険者となることで利用ができていたところを、川崎市の住民登

録後3か月を経過している被保険者のみ利用と改正。  

○ (介護予防 )認知症対応型通所介護  
・利用定員の見直し  

 共用型認知症対応型通所介護の利用定員について、認知症対応型共同生活介

護事業所が認知症ケアの拠点として様々な機能を発揮することを促進する観点



から、「1ユニット3人以下」に見直す。  

・運営推進会議の設置  

 地域との連携や運営の透明性を確保するため、平成 28年度から「運営推進

会議」の設置を義務づけるなど、地域密着型通所介護の新たな基準を踏まえ、

地域との連携等に関する規定について所要の基準改正を行う。  

・宿泊サービスを実施する場合の運営基準の厳格化  

 通所介護事業所の設備を利用して、介護保険制度外の夜間及び深夜のサービ

ス（宿泊サービス）を実施している事業所については届出を求めることとし、

事故報告の仕組みを設けるとともに、情報公表を推進する。  

○複合型サービス  
・サービス名称の変更  

「複合型サービス」を、サービス普及に向けた取組の一環として、サービス

内容が具体的にイメージできる「看護小規模多機能型居宅介護」に改称する。  

・登録定員の緩和  

 小規模多機能型居宅介護の登録定員を29人以下とする。あわせて、登録定

員が26人以上 29人以下の指定小規模多機能型居宅介護事業所について、当該

事業所の居間及び食堂を合計した面積が、「利用者の処遇に支障がないと認め

られる広さ（１人当たり3㎡以上）が確保されている場合」には、通いサービ

スに係る利用定員を 18人以下とすることを可能とする。  

・運営推進会議及び外部評価の効率化  

 運営推進会議と外部評価は、ともに「第三者による評価」という共通の目的

を有することを踏まえ、事業所が引き続き、自らその提供するサービスの質の

評価（自己評価）を行い、これを公正・中立な立場にある第三者が出席する運

営推進会議に報告した上で公表する仕組みとする。  

○介護老人福祉施設（地域密着型を含む）  
・「特別養護老人ホーム」の職員に係る専従要件の緩和  

 特別養護老人ホームの直接処遇職員による柔軟な地域貢献活動等の実施が可

能となるよう、特別養護老人ホームの職員に係る「専従」の要件は、「特別養

護老人ホームの職員配置基準を満たす職員として割り当てられた職員について

、その勤務表上で割り当てられたサービス提供に従事する時間帯において適用

されるものである」ことを明確にする。（「特別養護老人ホームの設備及び運

営に関する基準について」（平成12年 3月 17日老発 214号）の改正。）  

・サテライト型特別養護老人ホームの本体施設に係る要件の緩和  

 サテライト型地域密着型介護老人福祉施設の本体施設として認められる対象

について、現行の「指定介護老人福祉施設、介護老人保健施設又は病院若しく

は診療所」に加え「指定地域密着型介護老人福祉施設」を追加する。  

・施設長資格について（養護老人ホーム・軽費老人ホームも同様）  

 特別養護老人ホーム等の施設長資格要件について、「社会福祉法第19条第 1

項各号のいずれかに該当する者若しくは社会福祉事業に 2年以上従事した者又

はこれらと同等以上の能力を有すると認められるものでなければならない。」

となっているが、社会福祉事業に2年以上従事した者については、直接利用者

の処遇又はサービス提供を行う職員として従事した者等とし、事務職員や社会

福祉事業でない事業所等で勤務した期間は含まないことを明確化した。  



① 届出の要否  

② 提出方法（事前来庁、事前郵送、事後郵送）  

③ 必要書類

○介護老人保健施設  
・看護・介護職員に係る専従常勤要件の緩和  

 介護老人保健施設の看護師、准看護師及び介護職員は原則として当該施設の

職務に専ら従事する常勤職員でなければならないこととされているが、訪問サ

ービス等の併設により退所者の在宅生活を含めて支援するため、介護老人保健

施設の看護・介護職員が当該施設に併設される介護サービス事業所の職務に従

事する場合については、当該施設の看護・介護職員の一部に非常勤職員を充て

ることができる旨を明確化する。  

・サテライト型施設の配置基準の緩和  

 本体施設に理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士のいずれかの有資格者の

配置があれば、サテライト型施設に当該職種の配置を置かないことができる。  

○居宅介護支援（介護予防支援も同様）  
・居宅介護支援事業所（介護予防支援事業所）とサービス事業所の連携居宅介

護支援事業所（介護予防支援事業所）と指定居宅サービス等の事業所の意識の

共有を図る観点から、介護支援専門員等は、居宅サービス計画に位置づけた指

定居宅サービス等の担当者から個別サービス計画の提出を求めることとする。  

・地域ケア会議における関係者間の情報の共有  

 今回の制度改正で介護保険法上に位置づけた地域ケア会議において、個別の

ケアマネジメントの事例の提供の求めがあった場合には、これに協力するよう

努めることとする。  

○実施時期について  
・平成 28年 4月 1日  

○みなし指定の不要の申し出について  
 み な し指 定を辞退する 場合の み、平成 27年 3月 31日ま でにみ なし指定の

不要の申し出をしてください。  

 ※様式等については、川崎市ホームページに掲載してあります。  

○市外被保険者の受入をしている事業所について  
・みなし指定を受けている事業所  

 引き続きサービス提供は可能となりますが、当該被保険者が所在する市町村

が総合事業に移行する場合は、総合事業として別途契約が必要となります。  

・みなし指定の不要の申し出をしている事業所  

 市外被保険者が所在する市町村が総合事業に移行している場合は、介護保険

請求ができなくなります。  

○変更届について 
介護保険法第７５条等に基づき、事業所に変更があった時に行う届出となり

ます。  

 法人情報や事業所の状況、人員、サービス内容等に変更が生じる際は、  

 ２  介護予防・日常生活支援総合事業

３ 各種届出について 



① 届出の要否  

② 提出期限

③ 必要書類

○届出単位は、事業所単位でなく、事業者（法人）単位となり

ます。  

・事業者（法人）で整備すべき届出内容は、事業所等の数に応

じて変わります。  

・届出先については、介護保険事業の展開地域により異なりま

す（厚生労働省、地方厚生局、都道府県、市町村）。  

○届出のない事業者（法人）は法令違反となります。  

○ 新 規 参 入 の 事 業 者 （ 法 人 ） も 遺 漏 なく 届出 を行 っ てく ださ

い。  

○届出内容に変更が生じた場合は、変更届出が必要です。  

を、本市ホームページで必ず確認して手続きを行ってください。  

な お 、事前来庁の場合は、変更する 1か月前まで に予約を取り、来庁して

ください。

○加算届について  
 国の定める報酬告示に基づく加算を算定する時に行う届出となります。  

 届出を行う際は、  

を、本市ホームページで必ず確認して手続きを行ってください。  

 なお、加算は要件を満たしていないことが明らかになった時点で、速やかに

取下げの届出を行う必要があります。  

○平成27年 4月の加算届について  
平成 27年 4月 1日加算については、別途届出日を設ける予定です。届出様式

等含め決まりましたらメール配信やホームページ等で周知いたします。また、

同じ加算名称で要件が変わり届出が新たに必要な場合もありますので、届出が

必要な加算についてはメール配信やホームページでお知らせいたします。  

※介護職員処遇改善加算についても同様の取扱いなります。  

○届出の留意事項について  
届出様式について、平成24年から現時点で変更している様式があります。

（管理票や誓約書等）  

 届出をご提出される際は、必ずホームページから最新の様式をダウンロード

してください。  

※介護支援専門員の交代について、添付する資格証は必ず「介護支援専門

員証」の写しをご提出ください。  

介護サービス事業者（法人）は、事業の適正な運営を確保するため、法令遵

守等の業務管理体制を整備し、所管の行政機関へ届出ることが義務付けられて

います。（介護保険法第115条の 32～ 34）  

１  事業者が整備する業務管理体制の内容
○事業者（法人）で整備すべき内容は、指定・許可を受けている事業所数  

４ 業務管理体制の整備に係る届出について



【変更届出事項 】 

○法人の種別、名称（フリガナ）  

○法人の主たる事務所の所在地、電話番号、ＦＡＸ番号  

○法人代表者の氏名（フリガナ）、生年月日、住所、職名  

○事業所等の名称、所在地（※）  

○法令遵守責任者の氏名、生年月日  

○ 業務が法令に適合することを確保するための規程の概要（事業

所等の数が20以上の法人のみ）  

○業務執行の状況の監査の方法の概要（事業所等の数が 100以上

の法人のみ  

によって変わります。  

※事業所の数には、介護予防及び介護予防支援事業所を含みますが、みなし

事業所は除いてください。  

※みなし事業所とは、病院等が行う居宅サービス（居宅療養管理指導、訪問

看護、訪問リハビリテーション及び通所リハビリテーション）であって、

健康保険法の指定があったとき、介護保険法の指定があったものとみなさ

れている事業所をいいます。  

２  届出先について
○届出先については、平成27年 4月から次のとおり変更となります。  

区  分  届  出  先  

（１） 2以 上の都道府県 の区域 、かつ 3以上の 地方

厚生局の区域  

厚生労働省  

（ ２ ）２ 以上 の都 道 府 県の 区 域 、か つ １ 又は ２の

地方厚生局の区域  
主たる事務所が所在

する都道府県知事  

（３）１の都道府県の区域  
都道府県知事  

（ ４ ） １ の 都 道 府 県 の 区 域 の う ち 、 １ の 指 定 都 市

の区域  指定都市の長  

（５）１の市町村の区域  

※地域密着型サービスに限る。  市町村長  

川崎市に届出対象事業者については、川崎市のみで事業展開している介護

保険事業者のみになります。  

３  届出内容および届出先の変更について  
 次の場合は、変更の届出が必要です。  

（１）法人の組織改変等により届出内容に変更が生じた場合。  

（２）事業所数の増減に伴い、届出内容に変更が生じた場合。  

（３）展開する事業所所在地域の拡大、縮小や、サービス種別の加除に  

伴い、届出先に変更が生じた場合は、変更前、変更後それぞれの行  

政機関に届出が必要です。  

※事業者（法人）が運営する事業所数の増減により、整備する業務管理

体 制の内 容に 変更 が あ った 場合 （例： 事業 所 数 が 「 ２０ 未満」 か ら

「２０以上１００未満」に変わった場合）、変更の届出が必要です。  

それ以外の届出区分に影響しない事業所の増減、移転、名称変更等に

ついては、届出不要です。  



基準省令に関する通知（案）の要約・抜粋 

 全サービス共通基準   

● 用 語 の定義  

＜ 常 勤 とは＞  

当 該 事 業 所 に お け る 勤 務 時 間 が 、 当 該 事 業 所 に お い て 定 め ら れ て い る 常 勤 の 従

業者が勤務 すべき時 間数（ 32時 間 を 下 回 る 場 合 は 32時 間 を 基 本 と す る 。 ） に 達 し

て い る こ と を い う も の で あ る 。 た だ し 育 児 休 業 、 介 護 休 業 等 育 児 又 は 家 族 介 護 を

行 う 労 働 者 の 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 平 成 3年 法 律 第 76号 。 以 下 「 育 児 ・ 介 護 休 業 法 」

と い う 。 ） 第 23条 第 1項 に 規 定 す る 所 定 労 働 時 間 の 短 縮 措 置 が 講 じ ら れ て い る 者

に つ い て は 、 利 用 者 の 処 遇 に 支 障 が な い 体 制 が 事 業 所 と し て 整 っ て い る 場 合 は 、

例 外 的 に 常 勤 の 従 業 者 が 勤 務 す べ き 時 間 数 を 30時 間 と し て 取 り 扱 う こ と を 可 能 と

する。  

ま た 、 同 一 の 事 業 者 に よ っ て 当 該 事 業 所 に 併 設 さ れ る 事 業 所 の 職 務 で あ っ て 、

当 該 事 業 所 の 職 務 と 同 時 並 行 的 に 行 わ れ る こ と が 差 し 支 え な い と 考 え ら れ る も の

に つ い て は 、 そ れ ぞ れ に 係 る 勤 務 時 間 の 合 計 が 常 勤 の 従 業 者 が 勤 務 す べ き 時 間 数

に 達 し て い れ ば 、 常 勤 の 要 件 を 満 た す も の で あ る こ と と す る 。 例 え ば 、 一 の 事 業

者 に よ っ て 行 わ れ る 指 定 訪 問 介 護 事 業 所 と 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 が 併 設 さ れ て

い る 場 合 、 指 定 訪 問 介 護 事 業 所 の 管 理 者 と 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 の 管 理 者 を 兼

務 し て い る 者 は 、 そ の 勤 務 時 間 の 合 計 が 所 定 の 時 間 に 達 し て い れ ば 、 常 勤 要 件 を

満たすこととなる。  

 訪問介護   

● 人 員 に関す る基 準  

＜ サ ー ビス提 供責 任 者＞  

居 宅 基 準 第 5条 第 5項 は 、 常 勤 の サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 を 3人 以 上 配 置 し 、 か つ 、

サ ー ビ ス 提 供 責任者 の 業務に主と して 従 事する者を 1人 以 上 配 置 し て い る 指 定 訪 問

介 護 事 業 所 で あ っ て 、 当 該 事 業 所 の サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 行 う 業 務 が 効 率 的 に 行

わ れ て い る こ と に よ り 、 サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 担 当 す る 利 用 者 を 増 す こ と に 支 障

が な い と 認 め ら れ る 事 業 所 に 置 く べ き サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 の 員 数 に つ い て 規 定 し

たものであるが、次の点に留意する必要がある。  

イ  「 サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 の 業 務 に 主 と し て 従 事 す る 者 」 と は 、 サ ー ビ ス 提 供

責 任 者 で あ る 者 が 当 該 事 業 所 の 訪 問 介 護 員 と し て 行 っ た サ ー ビ ス 提 供 時 間

（ 事 業 所 に お け る 待 機 時 間 や 移 動 時 間 を 除 く 。 ） が 、 1月 あ た り 30時 間 以 内

である こと。  

ロ  「 サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 行 う 業 務 が 効 率 的 に 行 わ れ て い る 」 場 合 と は 、 居

宅 基 準 に お い て サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 行 う 業 務 と し て 規 定 さ れ て い る も の に

つ い て 、 省 力 化 ・ 効 率 化 が 図 ら れ て い る こ と が 必 要 で あ り 、 例 え ば 、 以 下 の



ような取組が行われていることをいうものである  

・ 訪 問 介 護 員 の 勤 務 調 整 （ シ フ ト 管 理 ） に つ い て 、 業 務 支 援 ソ フ ト な ど の

活用により、迅速な調整を可能としていること  

・ 利 用 者 情 報 （ 訪 問 介 護 計 画 や サ ー ビ ス 提 供 記 録 等 ） に つ い て 、 タ ブ レ ッ

ト 端 末 や ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 等 の Ｉ Ｔ 機 器 ・ 技 術 の 活 用 に よ り 、 職 員

間で円滑に情報共有することを可能としていること  

・ 利 用 者 に 対 し て 複 数 の サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 共 同 し て 対 応 す る 体 制 （ 主

担 当 や 副 担 当 を 定 め て い る 等 ） を 構 築 す る 等 に よ り 、 サ ー ビ ス 提 供 責 任

者 業 務 の 中 で 生 じ る 課 題 に 対 し チ ー ム と し て 対 応 す る こ と や 、 当 該 サ ー

ビ ス 提 供 責 任 者 が 不 在 時 に 別 の サ ー ビ ス 提 供 責 任 者 が 補 完 す る こ と を 可

能としていること  

こ の 場 合 に お い て 、 常 勤 換 算 方 法を 採用 する 事業 所 で必 要と なる サー ビ

ス提 供 責 任 者に つい ては 、 ② の 規定 にわ らず 、別 表 二に 示す サー ビス 提

供責任者を配置するものとする。  

● 設 備 に関す る基 準  

＜ 訪 問 介護計 画の 作 成＞  

指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 11年 厚 生 省 令 第

38号 ） 第 13条 第 12号 に お い て 、 「 介 護 支 援 専 門 員 は 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 位 置

付 け た 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 等 に 対 し て 、 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 基 準 に お い て 位

置 付 け ら れ て い る 計 画 の 提 出 を 求 め る も の と す る 」 と 規 定 し て い る こ と を 踏 ま え 、

居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 は 、 当 該

居 宅 サ ー ヒ ス 計 画 を 作 成 し て い る 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 か ら 訪 問 介 護 計 画 の 提

供 の 求 め が あ っ た 際 に は 、 当 該 訪 問 介 護 計 画 を 提 供 す る こ と に 協 力 す る よ う 努 め

るものとする。  

 訪問リハビリテーション   

● 運 営 に関す る基 準  

＜ 訪 問 リハビ リテ ー ション 計画の作成＞  

指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 、 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 の

指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 開 催 等 を 通 じ て 、 訪 問 リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 標 及 び 当 該 目 標 を 踏 ま え た リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 提 供 内 容 に つ い て 整 合 性 の と れ た 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 を

作成した場 合につい ては、 通所リハビリ テ ーションの基準省 令第 115条 1項 か ら第

4項 の 基 準 を 満 た し て い る と み な すこと によって 、訪 問リハ ビリテーショ ン の基 準

省令第 81条 第 1項 から 第 4項 の 基 準 を 満 た し て い る と み なすことができるこ ととし

たものであること。  

当 該 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 各 々 の 事 業 の 目 標 を 踏 ま え た う え で 、 共 通 目 標



を 設 定 す る こ と 。 ま た 、 そ の 達 成 に 向 け て 各 々 の 事 業 の 役 割 を 明 確 に し た 上 で 、

利 用 者 に 対 し て 一 連 の サ ー ビ ス と し て 提 供 で き る よ う 、 個 々 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ンの実施主 体 、目的 及 び具体的な 提供 内 容等を 1つ の 計 画 と し て 分 か り や す く記 載

するよう留意すること。  

訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て 整 合 性 の と れ た

計 画 に 従 い リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 実 施 し た 場 合 に は 、 基 準 省 令 第 80条 4項 に 規 定

する診 療記録 を一 括 して管理しても差し支えないものであること。  

 通所介護   

● 人 員 に関す る基 準  

＜ 従 業 者の員 数＞  

 指 定 通 所 介 護 事 業 所 が 、 利 用 者 の 地 域 で の 暮 ら し を 支 え る た め 、 医 療 機 関 、 他

の 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 、 地 域 の 住 民 活 動 等 と 連 携 し 、 指 定 通 所 介 護 事 業 所 を 利 用

し な い 日 で も 利 用 者 の 地 域 生 活 を 支 え る 地 域 連 携 の 拠 点 と し て の 機 能 を 展 開 で き

る よ う に 、 生 活 相 談 員 の 確 保 す べ き 勤 務 時 間 数 に は 、 「 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 や 地

域 ケ ア 会 議 に 出 席 す る た め の 時 間 」 、 「 利 用 者 宅 を 訪 問 し 、 在 宅 生 活 の 状 況 を 確

認 し た 上 で 、 利 用 者 の 家 族 も 含 め た 相 談 ・ 援 助 の た め の 時 間 」 、 「 地 域 の 町 内 会 、

自 治 会 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 と 連 携 し 、 利 用 者 に 必 要 な 生 活 支 援 を 担 っ て も ら う

な ど の 社 会 資 源 の 発 掘 ・ 活 用 の た め の 時 間 」 な ど 、 利 用 者 の 地 域 生 活 を 支 え る 取

組のために必要な時間も含めることができる。  

た だ し 、 生 活 相 談 員 は 、 利 用 者 の 生 活 の 向 上 を 図 る た め 適 切 な 相 談 ・ 援 助 等 を

行う必要があり、これらに支障がない範囲で認められるものである。  

看 護 職 員 に つ い て は 、 提 供 時 間 帯 を 通 じ て 専 従 す る 必 要 は な い が 、 当 該 看 護 職

員 は 提 供 時 間 帯 を 通 じ て 指 定 通 所 介 護 事 業 所 と 密 接 か つ 適 切 な 連 携 を 図 る も の と

する。  

ま た 、 病 院 、 診 療 所 、 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ り 、 看 護 職 員 が 指 定

通 所 介 護 事 業 所 の 営 業 日 ご と に 利 用 者 の 健 康 状 態 の 確 認 を 行 い 、 病 院 、 診 療 所 、

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン と 指 定 通 所 介 護 事 業 所 が 提 供 時 間 帯 を 通 じ て 密 接 か つ 適 切

な連携を図っている場合には、看護職員が確保されているものとする。  

な お 、 「 密 接 か つ 適 切 な 連 携 」 と は 、 指 定 通 所 介 護 事 業 所 へ 駆 け つ け る こ と が

できる体制や適切な指示ができる連携体制などを確保することである。  

● 設 置 に関す る基 準  

＜ 食 堂 及び機 能訓 練 室＞  

指 定 通 所 介 護 事 業 所 の 設 備 を 利 用 し 、 夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー

ビスを提供する場合  



指 定 通 所 介 護 の 提 供 以 外 の 目 的 で 、 指 定 通 所 介 護 事 業 所 の 設 備 を 利 用 し 、 夜 間

及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス （ 以 下 「 宿 泊 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） を 提

供 す る 場 合 に は 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 を 当 該 サ ー ビ ス の 提 供 開 始 前 に 当 該 指 定 通

所 介 護 事 業 者 に 係 る 指 定 を 行 っ た 道 府 県 知 事 、 指 定 都 市 又 は 中 核 市 の 市 長 （ 以 下

「 指 定 権 者 」 と い う ） に 届 け 出 る 必 要 が あ り 、 当 該 サ ー ビ ス の 届 出 内 容 に つ い て

は 、 別 に 通 知 す る と こ ろ に よ る も の と す る 。 ま た 、 指 定 通 所 介 護 事 業 者 は 宿 泊 サ

ー ビ ス の 届 出 内 容 に 係 る 介 護 サ ー ビ ス 情 報 を 都 道 府 県 に 報 告 し 、 都 道 府 県 は 情 報

公表制度を活用し宿泊サービスの内容を公表することとする。  

指 定 通 所 介 護 事 業 者 は 届 け 出 た 宿 泊 サ ー ビ ス の 内 容 に 変 更 が あ る 場 合 は 、 変 更

の事由が生じてから 10日 以内に 指定 権者 に届け 出るよう努めることとする。  

ま た 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 休 止 又 は 廃止す る 場合は、そ の休止又 は廃 止の日 の 1月 前

までに 指定権 者に 届 け出る よう努めることとする。  

 通所リハビリテーション   

● 運 営 に関す る基 準  

 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 構 成 員 は 、 医 師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 言 語 聴

覚 士 、 介 護 支 援 専 門 員 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 に 位 置 付 け た 指 定 居 宅 サ ー ビ ス

等 の 担 当 者 、 看 護 師 、 准 看 護 師 、 介 護 職 員 、 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 の

サービス担当者及び保健師等とすること。  

 指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 は 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 を 開 催 し 、 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 関 す る 専 門 的 な 見 地 か ら 、 利 用 者 の 状 況 等 に 関 す る 情 報 を 当

該構成員と共有するよう努めること。  

な お 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 は 、 利 用 者 及 び そ の 家 族 の 参 加 を 基 本 と す る も

の で あ る が 、 家 庭 内 暴 力 等 に よ り そ の 参 加 が 望 ま し く な い 場 合 や 、 家 族 が 遠 方 に

住 ん で い る 等 に よ り や む を 得 ず 参 加 で き な い 場 合 は 、 必 ず し も そ の 参 加 を 求 め る

ものではないこと。  

ま た 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 開 催 の 日 程 調 整 を 行 っ た が 、 サ ー ビ ス 担 当 者

の 事 由 等 に よ り 、 構 成 員 が リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 を 欠 席 し た 場 合 は 、 速 や か に

当該会議の内容について欠席者との情報共有を図ること。  

指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 が 、 指 定 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 事 業 者 の

指 定 を 併 せ て 受 け 、 か つ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 会 議 の 開 催 等 を 通 じ て 、 通 所 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 及 び 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 目 標 及 び 当 該 目 標 を 踏 ま え た リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 提 供 内 容 に つ い て 整 合 性 の と れ た 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 計 画 を 作

成した場合 については、訪問 リハビリテーション の基準省令第 81条 第 1項 か ら 第 4

項 の 基 準 を 満 た す こ と に よ っ て 、通所リ ハ ビリテーションの 基準省令第 115条 第 1

項 か ら 第 4項 の 基 準 を 満 た し て い る と み なすこと がで きるこ ととしたもの で ある こ

と。  



当 該 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 各 々 の 事 業 の 目 標 を 踏 ま え た う え で 、 共 通 目 標

を 設 定 す る こ と 。 ま た 。 そ の 達 成 に 向 け て 各 々 の 事 業 の 役 割 を 明 確 に し た 上 で 、

利 用 者 に 対 し て 一 連 の サ ー ビ ス と し て 提 供 で き る よ う 、 個 々 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ンの実施主 体 、目的 及 び具体的な 提供 内 容等を 1つ の 目 標 と し て 分 か り や す く記 載

するよう留意すること。  

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 及 び 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て 整 合 性 の と れ た

計画に従い リハビリ テーシ ョンを実施し た 場合には、基準省 令 115条 第 5項 に 規定

する診 療記録 を一 括 して管理しても差し支えないものであること。  

指 定 通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 、 事 業 所 内 で サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が 原 則 で

あ る が 、 次 に 掲 げ る 条 件 を 満 た す 場 合 に お い て は 、 事 業 所 の 屋 外 で サ ー ビ ス を 提

供することができるものであること。  

イ  あ ら かじ め通 所 リハビ リテー ション計画に位置付けられていること  

ロ  効 果 的な リハ ビ リテー ション のサービスが提供できること  

 短期入所生活介護   

● 運 営 に関す る基 準  

＜ 定 員 の遵守 ＞  

 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 は 、 災 害 、 虐 待 そ の 他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 に

は 、 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 の 利 用 定 員 を 超 え て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 行

う こ と が で き る こ と と し て い る が 、 利 用 者 の 状 況 や 利 用 者 の 家 族 等 の 事 情 に よ り 、

指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 の 介 護 支 援 専 門 員 が 緊 急 に 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 受 け

る こ と が 必 要 と 認 め た 者 に 対 し 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 位 置 付 け ら れ て い な い 指 定

短 期 入 所 生 活 介 護 を 提 供 す る 場 合 で あ っ て 、 当 該 利 用 者 及 び 他 の 利 用 者 の 処 遇 に

支 障 が な い と 認 め ら れ る 場 合 に お い て も 、 利 用 者 数 を 超 え て 指 定 短 期 入 所 生 活 介

護を行うことが認められるものである。  

こ の 場 合 、 居 室 以 外 の 静 養 室 に お い て 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 を 行 う こ と と し て

い る が 、 あ く ま で も 、 緊 急 の 必 要 が あ る 場 合 に の み 認 め ら れ る も の で あ り 、 当 該

利用者に対 す る指定 短 期入所生活 介護 の 提供は 7日 （ 利 用 者 の 日 常 生 活 上 の 世話 を

行 う 家 族 等 の 疾 病 等 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 は 14日 ） を 限 度 に 行 う も の と す

る。  

な お 、 指 定 短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 の 利 用 定 員 を 超 え て 受 け 入 れ る こ と が で き

る 利 用 者 数 は 、 利 用 定 員 が 40人 未 満 で あ る 場 合 は 1人 、 利 用 定 員 が 40人 以 上 で あ

る 場 合 は 2人 ま で 認 め ら れ る も の で あ り 、定員超 過利 用によ る減算の対象 と はな ら

ない。  



 居宅介護支援及び介護予防支援   

● 運 営 に関す る基 準  

＜ 指 定 居宅介 護支 援 の基本 取扱方針及び具体的取扱方針＞  

 担 当 者に対 する 個 別サー ビス計 画の提出依頼  

居 宅 サ ー ビ ス 計 画 と 個 別 サ ー ビ ス 計 画 と の 連 動 性 を 高 め 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者

とサービス提供事業者の意識の共有を図ることが重要である。  

こ の た め 、 基 準 13条 第 12号 に 基 づ き 、 担 当 者 に 居 宅 サ ービス 計画を交 付したと

き は 、 担 当 者 に 対 し 、 個 別 サ ー ビ ス 計 画 の 提 出 を 求 め 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 と 個 別

サービス計画の連動性や整合性について確認することとしたものである。  

な お 、 介 護 支 援 専 門 員 は 、 担 当 者 と 継 続 的 に 連 携 し 、 意 識 の 共 有 を 図 る こ と が

重 要 で あ る こ と か ら 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 と 個 別 サ ー ビ ス 計 画 の 連 動 性 や 整 合 性 の

確 認 に つ い て は 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 を 担 当 者 に 交 付 し た と き に 限 ら ず 、 必 要 に 応

じて行うことが望ましい。  

さ ら に 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 の 前 に 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 原 案 を 担 当 者 に 提 供 し 、

サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 に 個 別 サ ー ビ ス 計 画 の 提 出 を 求 め 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 に お

いて情報の共有や調整を図るなどの手法も有効である。  

＜ 地 域 ケア会 議へ の 協力＞  

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 を 推 進 す る た め 、 地 域 ケ ア 会 議 が 介 護 保 険 法 上 に

位 置 付 け ら れ 、 関 係 者 等 は 会 議 か ら 資 料 又 は 情 報 の 提 供 の 求 め が あ っ た 場 合 に は 、

こ れ に 協 力 す る よ う 努 め る こ と に つ い て 規 定 さ れ た と こ ろ で あ る 。 地 域 ケ ア 会 議

は 、 個 別 ケ ー ス の 支 援 内 容 の 検 討 を 通 じ て 、 法 の 理 念 に 基 づ い た 高 齢 者 の 自 立 支

援 に 資 す る ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 支 援 、 高 齢 者 の 実 態 把 握 や 課 題 解 決 の た め の 地 域

包 括 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 及 び 個 別 ケ ー ス の 課 題 分 析 等 を 行 う こ と に よ る 地 域

課 題 の 把 握 を 行 う こ と な ど を 目 的 と し て い る こ と か ら 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者

は 、 そ の 趣 旨 ・ 目 的 に 鑑 み 、 よ り 積 極 的 に 協 力 す る こ と が 求 め ら れ る 。 そ の た め 、

地 域 ケ ア 会 議 か ら 個 別 の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 事 例 の 提 供 の 求 め が あ っ た 場 合 に は 、

こ れ に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い こ と に つ い て 、 具 体 的 取 方 針 に お い て

も、規定を設けたものである。  

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護   

● 人 員 に関す る基 準  

＜ オ ペ レータ ー＞  

午 後 6時 か ら 午 前 8時 ま で の 時 間 帯 に つ い て は 、 基 準 第 3条 の 4第 5項 各 号 に 掲 げ

る 施 設 等 が 同 一 敷 地 内 又 は 道 路 を 隔 て て 隣 接 す る 等 、 特 に 当 該 事 業 所 の オ ペ レ ー

タ ー の 業 務 に 支 障 が な い と 認 め ら れ る 範 囲 内 に あ る 場 合 に 、 当 該 施 設 等 の 夜 勤 職

員 （ イ の 要 件 を 満 た す 職 員 に 限 る 。 ） を オ ペ レ ー タ ー と し て 充 て る こ と が で き る

こ と と し て い る こ と 。 ま た 、 当 該 オ ペ レ ー タ ー の 業 務 を 行 な う 時 間 帯 に つ い て 、



当 該 施 設 等 に 勤 務 し て い る も の と し て 取 扱 う こ と が で き る こ と 。 た だ し 、 当 該 夜

勤 職 員 が 定 期 巡 回 サ ー ビ ス 、 随 時 訪 問 サ ー ビ ス 又 は 訪 問 看 護 サ ー ビ ス に 従 事 す る

場 合 は 、 当 該 勤 務 時 間 を 当 該 施 設 等 の 勤 務 時 間 に は 参 入 で き な い （ オ ペ レ ー タ ー

の 配 置 に つ い て の 考 え 方 に つ い て の 考 え 方 に つ い て は ハ と 同 様 ） た め 、 当 該 施 設

等 に お け る 最 低 基 準 （ 当 該 夜 勤 を 行 う こ と が 介 護 報 酬 に お け る 加 算 の 評 価 対 象 と

な っ て い る 場 合 は 、 当 該 加 算 要 件 ） を 超 え て 配 置 し て い る 職 員 に 限 ら れ る こ と に

留意すること。  

● 運 営 に関す る基 準  

＜ 勤 務 体制の 確保 等 ＞  

基 準 第 3条 の 30第 2項 但 書 は 、 当 該 指 定 定 期 巡 回 ・ 随時対応 型訪問 介護看護事業

所 の 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 従 業 者 に よ っ て 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応

型 訪 問 介 護 看 護 を 提 供 す る べ き で あ る が 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 、 既 存 の 地 域 資

源 ・ 地 域 の 人 材 を 活 用 し な が ら 、 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 の 実 施

を 可 能 と す る 観 点 か ら 、 地 域 の 指 定 訪 問 介 護 事 業 所 、 指 定 夜 間 対 応 型 訪 問 介 護 事

業 所 又 は 指 定 訪 問 看 護 事 業 所 に 対 し て 、 定 期 巡 回 サ ー ビ ス 、 随 時 対 応 サ ー ビ ス 、

随 時 訪 問 サ ー ビ ス 及 び 訪 問 看 護 サ ー ビ ス の 事 業 の 一 部 を 委 託 す る こ と が で き る こ

と と し た も の で あ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 「 事 業 の 一 部 」 の 範 囲 に つ い て は 市 町

村 長 が 判 断 す る こ と と な る が 、 同 一 時 間 帯 に お い て 、 全 て の 利 用 者 に 対 す る 定 期

巡 回 サ ー ビ ス 、 随 時 対 応 サ ー ビ ス 、 随 時 訪 問 サ ー ビ ス 及 び 訪 問 看 護 サ ー ビ ス の 全

て を 委 託 し て は な ら な い と い う 趣 旨 で あ る こ と に 留 意 す る こ と 。 し た が っ て 、 指

定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 が 定 期 巡 回 サ ー ビ ス 、 随 時 対 応 サ ー

ビ ス 、 随 時 訪 問 サ ー ビ ス 及 び 訪 問 看 護 サ ー ビ ス の い ず れ も 提 供 し な い 時 間 帯 が 生

じ る こ と は 認 め ら れ な い こ と 。 な お 、 事 業 の 一 部 委 託 に 当 た っ て は 契 約 に 基 づ く

こ と と し 、 当 該 契 約 に お い て 、 当 該 委 託 業 務 に 要 す る 委 託 料 並 び に 利 用 者 に 関 す

る 情 報 の 取 扱 い 方 法 、 委 託 す る サ ー ビ ス の 具 体 的 な 実 施 方 法 、 事 故 発 生 時 等 の 責

任 の 所 在 及 び 緊 急 時 等 の 対 応 方 法 等 に つ い て 定 め る と と も に 、 利 用 者 に 対 し て 当

該契約の内容についての説明を十分に行うこと。  

（ 一 部 委託の 例）  

イ  利 用 者 50人 を 担 当 す る 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型訪 問 介 護 看護 事 業 所が 、

事 業所 の 所 在 地 と一 定 以上 の 距 離 を 有す る 地域 に 居 住 す る利 用 者 10人 に 係 る

定 期 巡 回 サ ー ビ ス 、 随 時 対 応 サ ー ビ ス 及 び 随 時 訪 問 サ ー ビ ス を 当 該 利 用 者 が

居住する地域に所在する指定訪問介護事業所に委託  

ロ  深 夜 帯 に お け る 随 時 対 応 サ ー ビ ス 及 び 随 時 訪 問 サ ー ビ ス を 、 指 定 夜 間 対 応

型 訪 問 介 護 事 業 所 に 委 託 （ 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 は

定期巡回サービスを実施）  

基 準 第 3条 の 30第 3項 は 、 午 後 6時 か ら 午 前 8時 ま で の 間 に お い て は 、 随 時 対 応



サ ー ビ ス に 限 り 、 複 数 の 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 の 間 で の

一 体 的 実 施 が で き る こ と と し た も の で あ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 一 体 的 実 施 が で

き る 範 囲 に つ い て 市 町 村 を 越 え る こ と を 妨 げ る も の で は な く 、 随 時 対 応 サ ー ビ ス

が 単 な る 通 報 受 け 付 け サ ー ビ ス で は な い こ と を 踏 ま え 、 そ れ ぞ れ の 事 業 所 に お け

る 利 用 者 情 報 （ 提 供 さ れ て い る 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 や

家 族 の 状 況 等 ） 、 事 業 所 周 辺 の 医 療 機 関 の 情 報 、 随 時 の 気 象 状 況 や 道 路 状 況 等 、

当 該 事 業 所 が 随 時 対 応 サ ー ビ ス を 行 う た め に 必 要 な 情 報 が 随 時 把 さ れ て お り 、 か

つ 、 平 均 的 な 随 時 対 応 件 数 を 踏 ま え て 適 切 な 体 制 が 確 保 さ れ て お り 、 利 用 者 の 心

身 の 状 に 応 じ て 必 要 な 対 応 を 行 う こ と が で き る 場 合 に 認 め ら れ る も の で あ り 、 全

国の利用者 に 対する 随 時対応サー ビス を 1か 所 の 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対応 型 訪問 介

護看護事業所に集約するような業務形態は想定していない。  

＜ 地 域 との連 携等 ＞  

 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 は 、 1年 に 1回 以 上 、 サ ー ビ ス の

改 善 及 び 質 の 向 上 を 目 的 と し て 、 各 事 業 所 が 自 ら 提 供 す る サ ー ビ ス に つ い て 評

価 ・ 点 検 （ 自 己 評 価 ） を 行 う と と も に 、 当 該 自 己 評 価 結 果 に つ い て 、 介 護 ・ 医 療

連 携 推 進 会 議 に お い て 第 三 者 の 観 点 か ら サ ー ビ ス の 評 価 （ 外 部 評 価 ） を 行 う こ と

とし、実施にあたっては以下の点に留意すること。  

イ  自 己 評 価 は 、 事 業 所 が 自 ら 提 供 す る サ ー ビ ス 内 容 に つ い て 振 り 返 り を 行 い 、

指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業 所 と し て 提 供 す る サ ー ビ ス に つ

い て 個 々 の 従 業 者 の 問 題 意 識 を 向 上 さ せ 、 事 業 所 全 体 の 質 の 向 上 に つ な げ て

いくことを目指すものである。  

ロ  外 部 評 価 は 介 護 ・ 医 療 連 携 推 進 会 議 に お い て 、 当 該 事 業 所 が 行 っ た 自 己 評

価 結 果 に 基 づ き 、 当 該 事 業 所 で 提 供 さ れ て い る サ ー ビ ス の 内 容 や 課 題 等 に つ

い て 共 有 を 図 る と と も に 、 利 用 者 、 地 域 の 医 療 関 係 者 、 市 町 村 職 員 、 地 域 住

民 の 代 表 者 等 が 第 三 者 の 観 点 か ら 評 価 を 行 う こ と に よ り 、 新 た な 課 題 や 改 善

点を明らかにすることが必要である。  

ハ  こ の よ う な こ と か ら 、 介 護 ・ 医 療 連 携 推 進 会 議 に お い て 当 該 取 組 を 行 う 場

合 に は 、 市 町 村 職 員 又 は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 職 員 、 指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対

応 型 訪 問 介 護 看 護 に 知 見 を 有 し 公 正 ・ 中 立 な 第 三 者 の 立 場 に あ る 者 の 参 加 が

必要であること。  

二  自 己 評 価 結 果 及 び 外 部 評 価 結 果 は 、 利 用 者 及 び 利 用 者 の 家 族 へ 提 供 す る と

と も に 「 介 護 サ ー ビ ス の 情 報 公 表 制 度 」 に 基 づ く 介 護 サ ー ビ ス 情 報 公 表 シ ス

テ ム を 活 用 し 公 表 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 法 人 の ホ ー ム ペ ー ジ へ の 掲 載 、

事 業 所 内 の 外 部 の 者 に も 確 認 し や す い 場 所 へ の 掲 示 、 市 町 村 窓 口 や 地 域 包 括

支援センターへの掲示等により公表することも差し支えない。  

ホ  指 定 定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 の 特 性 に 沿 っ た 自 己 評 価 及 び 外 部

評 価の 在 り 方 に つい て は、 平 成 24年 度 老 人 保 健 健 康 進 等 事 業 「 定期 巡 回 ・随



時 対 応 サ ー ビ ス に お け る 自 己 評 価 ・ 外 部 評 価 の 在 り 方 に 関 す る 調 査 研 究 事 業 」

（ 一 般 社 団 法 人 二 十 四 時 間 在 宅 ケ ア 研 究 会 ） を 参 考 に 行 う も の と し 、 サ ー ビ

スの改善及び質の向上に資する適切な手法により行う事。  

 認知症対応型通所介護   

● 人 員 及び設 備に 関 する基 準  

＜ 利 用 定員等 ＞  

共 用 型 指 定 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 所 に お け る 利 用 定 員 に つ い て は 、 指 定 認

知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 所 又 は 指 定 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業

所 の 場 合 、 共 同 生 活 住 居 ご と に 1日 当 た り 3人 以 下 と し 、 指 定 地 域 密 着 型 特 定 施 設

又 は 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 場 合 、 施 設 ご と に 1日 当 た り 3人 以 下 と す

る。  

 共 用 型 指 定 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 事 業 所 に お け る 利 用 定 員 の 1日 当 た り 3人 以 下

と は 、 共 同 生 活 住 居 又 は 施 設 ご と に 、 1日 の 同 一 時 間 帯 に 3人 を 超 え て 利 用 者 を 受

け 入 れ る こ と が で き な い と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 、 半 日 し か 利 用 し な い 者

がいる場合は、 1日 の利用 延べ人 数は 3人を超 えるこ とも あ る。  

な お 、 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 等 に お い て 複 数 の 共 同 生 活 住 居 等 が あ

る 場 合 に つ い て は 、 共 用 型 指 定 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 の 利 用 者 及 び 地 域 密 着 型 介

護 老 人 福 祉 施 設 入 所 者 生 活 介 護 の 入 所 者 等 の 両 方 に 対 し て 介 護 を 行 う の に 充 分 な

広さを確保できるのであれば、どの共同生活住居等で受け入れてもかまわない。  

 小規模多機能型居宅介護及び看護小規模多機能型居宅介護   

● 設 備 に関す る基 準  

＜ 設 備 及び備 品等 ＞  

居 間 及 び食堂  

基 準 第 66条 2項 第 1号 の 規 定 に よ り 通 い サ ー ビ ス の 利 用 定 員 に つ い て 15人 を 超

え て 定 め る 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 に あ っ て は 、 居 間 及 び 食 堂 を 合 計

し た 面 積 は 、 利 用 者 の 処 遇 に 支 障 が な い と 認 め ら れ る 十 分 な 広 さ （ 1人 当 た り 3㎡

以上） を確保 する こ とが必 要である。  

＜ 地 域 との連 携等 ＞  

 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 は 1年 に 1回 以 上 、 サ 一 ビ ス の 改 善 及 び 質 の

向 上 を 目 的 と し て 、 各 事 所 が 自 ら 提 供 す る サ ー ビ ス に つ い て 評 価 ・ 点 検 （ 自 己 評

価 ） を 行 う と と も に 、 当 該 自 己 評 価 結 果 に つ い て 、 運 営 推 進 会 議 に お い て 第 三 者

の 観 点 か ら サ ー ビ ス の 評 価 （ 外 部 評 価 ） を 行 う こ と と し 、 実 施 に あ た っ て は 以 下

の点に留意すること。  

イ  自 己 評 価 は 、 ① 事 業 所 の 全 て の 従 業 者 が 自 ら 提 供 す る サ ー ビ ス 内 容 に つ い

て 振 り 返 り を 行 い 、 ② そ の 上 で 他 の 従 業 者 の 振 り 返 り 結 果 を 当 該 事 業 所 の 従



業 者 が 相 互 に 確 認 し な が ら 、 現 状 の 課 題 や 質 の 向 上 に 向 け て 必 要 と な る 取 組

等 に つ い て 話 し 合 い を 行 う こ と に よ り 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 と し

て 提 供 す る サ ー ビ ス に つ い て 個 々 の 従 業 者 の 問 題 意 識 を 向 上 さ せ 、 事 業 所 全

体の質の向上につなげていくことを目指すものである。  

ロ  外 部 評 価 は 、 運 営 推 進 会 に お い て 当 該 事 業 所 が 行 っ た 自 己 評 価 結 果 に 基 づ

き 、 当 該 事 業 所 で 提 供 さ れ て い る サ ー ビ ス の 内 容 や 課 題 等 に つ い て 共 有 を 図

る と と も に 、 利 用 者 、 市 町 村 職 員 、 地 域 住 民 の 代 表 者 等 が 第 三 者 の 観 点 か ら

評 価 を 行 う こ と に よ り 、 新 た な 課 題 や 善 点 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る 。  

ハ  こ の よ う な こ と か ら 、 運 営 推 進 会 議 に お い て 当 該 取 組 を 行 う 場 合 に は 、 市

町 村 職 員 又 は 地 包 括 支 セ ン タ ー 職 員 、 指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に 知 見 を

有し公正・中立な第三者の立場にある者の参加が必要であること。  

二  自 己 評 価 結 果 及 び 外 部 評 価 結 果 は 、 利 用 者 及 び 利 用 者 の 家 族 へ 提 供 す る と

と も に 、 「 介 護 サ ー ビ ス の 情 報 公 表 制 度 」 に 基 づ く 介 護 サ ー ビ ス 情 報 公 表 シ

ス テ ム を 活 用 し 公 表 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 法 人 の ホ ー ム ペ ー シ へ の 掲 載 、

事 所 内 の 外 部 の 者 に も 確 認 し や す い 場 所 へ の 掲 示 、 市 町 村 窓 ロ や 地 域 包 括 セ

ンターへの示等により公表することも差し支えない。  

ホ  指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 の 特 性 に 沿 っ た 自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 の 在 り

方 につ い て は 、 平成 25年 度 老 人 保 健 健 康 増 進 等 事 業 「 運 営推 進 会議 等 を 活用

し た 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 の 質 の 向 上 に 関 す る 調 査 研 究 事 業 」 （ 特 定 非 営

利 活 動 法 人 全 国 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 連 絡 会 ） を 参 考 に 行 う も の と し 、

サービスの改善及び質の向上に資する適切な手法により行うこと。  

 認知症対応型共同生活介護   

● 設 備 に関す る基 準  

＜ 事 業 所＞  

 指 定 認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護 事 業 所 に つ い て は 、 平 成 27年 4月 か ら 、 改 正 後

の 消 防 法 施 行 令 が 施 行 さ れ 、 原 則 と し て 、 全 て の 事 業 所 で ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 の

設置が義務づけられるので、留意されたい。  

 介護老人保健施設   

● 人 員 に関す る基 準  

＜ 看 護 師、准 看護 師 及び介 護職員＞  

看 護 師 若 し く は 准 看 護 師 （ 以 下 「 看 護 職 員 」 と い う 。 ） 又 は 介 護 職 員 （ 以 下

「 看 護 ・ 介 護 職 員 」 と い う 。 ） は 、 直 接 入 所 者 の 処 遇 に 当 た る 職 員 で あ る の で 、

当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 の 職 務 に 専 ら 従 事 す る 常 勤 職 員 で な け れ ば な ら な い こ と 。

た だ し 、 業 務 の 繁 忙 時 に 多 数 の 職 員 を 配 置 す る 等 に よ り 業 務 の 円 滑 化 が 図 ら れ る

場 合 及 び 看 護 ・ 介 護 職 員 が 当 該 介 護 老 人 保 健 施 設 に 併 設 さ れ る 介 護 サ ー ビ ス 事 業

所の職務に 従 事する 場 合は、次の 2つ の 条 件 を 満 た す 場 合 に 限 り、その一 部 に非 常



勤職員を充てても差し支えないこと。  

（ １ ） 省略  

（ ２ ） 常勤職 員に 代 えて非 常勤職 員を充てる場合の勤務時間数が常勤職員を充て

る場合の勤務時間数以上であること。  

ま た 、 併設事 業所 の 職務に 従事する場合は、当該介護老人保健施設において

勤務する時間が勤務計画表によって管理されていなければならず、介護老人

保健施設の看護・介護職員の常勤換算方法における勤務延時間に、併設事業

所の職務に従事する時間は含まれないものであること。  



【報酬告示に関する通知案】  

複数の福祉用具を貸与する場合の運用について  

（ 案 ）  

老 振 第 〇 〇 〇 〇 号  

平 成 〇 年 〇 月 〇 日  

  都 道 府 県  

各  指 定 都 市  介 護 保 険 主 管 部 （ 局 ） 長  殿  

  中 核 市  

厚 生 労 働 省 老 健 局 振 興 課 長  

（ 公 印 省 略 ）  

複 数 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 の 運 用 に つ い て  

 第 １ １ ９ 回 社 会 保 障 審 議 会 介 護 給 付 費 分 科 会 に よ る 答 申 を 受 け 、 複 数 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 は 、 給 付 の

効 率 化 ・ 適 正 化 の 観 点 か ら 、 予 め 都 道 府 県 等 に 減 額 の 規 程 を 届 け 出 る こ と に よ り 、 通 常 の 貸 与 価 格 か ら 減 額 し

て 貸 与 す る こ と を 可 能 と す る 。 本 取 り 扱 い は 、 複 数 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 に 、 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 の

経 営 努 力 な ど の 取 り 組 み を 柔 軟 に 反 映 す る こ と で 、 適 切 な 利 用 料 に よ っ て 利 用 者 に 対 す る 福 祉 用 具 貸 与 が な さ

れ る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。  

 そ の 運 用 方 法 に つ い て は 、 下 記 の と お り と す る の で 、 各 都 道 府 県 に お か れ て は 、 管 下 の 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事

業 所 及 び 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 等 に 周 知 い た だ く と 共 に 、 事 業 者 指 定 事 務 の 取 り 扱 い に つ い て ご 配 慮 願 い た い 。  

記  

１ ． 複 数 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 の 考 え 方  

  複 数 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 と は 、 同 一 の 利 用 者 に 二 つ 以 上 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 と す る 。 そ の た

め 複 数 の 捉 え 方 に つ い て は 、 例 え ば 一 つ の 契 約 に よ り 二 つ 以 上 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 、 契 約 数 に 関 わ ら

ず 二 つ 以 上 の 福 祉 用 具 を 貸 与 す る 場 合 等 、 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 が 実 情 に 応 じ て 規 定 す る こ と と な る 。  

２ ． 減 額 の 対 象 と な る 福 祉 用 具 の 範 囲  

  減 額 の 対 象 と な る 福 祉 用 具 の 範 囲 は 、 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 が 取 り 扱 う 種 目 の 一 部 又 は 全 て の 福 祉 用 具

を 対 象 と す る こ と が で き る も の と す る 。  

  例 え ば 、 主 要 な 福 祉 用 具 で あ る 車 い す 及 び 特 殊 寝 台 と 同 時 に 貸 与 さ れ る 可 能 性 が 高 い 以 下 の 種 目 を 減 額 の

対 象 と な る 福 祉 用 具 と し て 設 定 す る こ と な ど が 考 え ら れ る 。  

  ① 車 い す 付 属 品 、 ② 特 殊 寝 台 付 属 品 、 ③ 床 ず れ 防 止 用 具 、 ④ 手 す り 、 ⑤ ス ロ ー プ 、 ⑥ 歩 行 器  

３ ． 減 額 す る 際 の 利 用 料 の 設 定 方 法  

  指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 既 に 届 け 出 て い る 福 祉 用 具 の 利 用 料 （ 以 下 、 「 単 品 利 用 料 」 と い う 。 ） に 加

え て 、 減 額 の 対 象 と す る 場 合 の 利 用 料 （ 以 下 、 「 減 額 利 用 料 」 と い う 。 ） を 設 定 す る こ と と す る 。 ま た 、 一

つ の 福 祉 用 具 に は 、 同 時 に 貸 与 す る 福 祉 用 具 の 数 に 応 じ て 複 数 の 減 額 利 用 料 を 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。  

  従 っ て 、 本 取 り 扱 い を 行 う 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 予 め 事 業 所 内 の シ ス テ ム 等 に お い て 一 つ の 福 祉 用  

具 に 対 し て 単 品 利 用 料 と 減 額 利 用 料 を 設 定 す る 必 要 が あ る 。  

  な お 、 特 定 の 福 祉 用 具 を 複 数 組 み 合 わ せ た も の 、 い わ ゆ る セ ッ ト に つ い て は 総 額 の み に よ る 減 額 利 用 料 を  

設 定 す る こ と な く 、 個 々 の 福 祉 用 具 に 減 額 利 用 料 を 設 定 す る こ と 。  

４ ． 減 額 の 規 定 の 整 備  

  「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 」 （ 平 成 １ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 厚 生 省 令 第 ３ ７ 号 ）  

（ 以 下 、 「 指 定 基 準 」 と い う 。 ） 等 に 規 定 す る と お り 運 営 規 定 等 に 単 品 利 用 料 と 減 額 利 用 料 の い ず れ に つ い  

て も 記 載 す る 必 要 が あ る 。  

  指 定 基 準 等 に よ り 、 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 利 用 料 等 の 運 営 規 定 を 定 め る こ と と さ れ て い る こ と か ら 、  

本 取 り 扱 い を 行 う 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 に お い て は 、 減 額 利 用 料 に 関 す る 規 程 を 定 め 、 各 指 定 権 者 に お い  

て 規 定 す る 事 業 者 の 指 定 に 関 す る 要 領 等 に 則 っ た 手 続 き が 必 要 と な る 。  

５ ． 減 額 利 用 料 の 算 定 等  

  月 の 途 中 に お い て 、 本 取 り 扱 い が 適 用 さ れ る 場 合 、 或 い は 適 用 さ れ な く な る 場 合 の 算 定 方 法 は 、 従 前 の 例  

に よ る こ と と す る 。  

６ ． 利 用 者 へ の 説 明  

  月 の 途 中 に お い て 変 更 契 約 等 を 行 う 際 に は 、 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 契 約 書 等 に お い て そ の 旨 を 記 載 し 、  

 利 用 者 に 対 し て 利 用 料 の 変 更 に 関 す る 説 明 を 行 い 、 理 解 を 得 る こ と 。  

７ ． 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 等 へ の 連 絡  

  本 取 り 扱 い に 関 す る 運 用 を 含 め 、 指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 が 利 用 料 を 変 更 す る 際 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 所  

等 に お い て 区 分 支 給 限 度 基 準 額 管 理 を 適 正 に 行 え る よ う 、 そ の 都 度 、 関 係 事 業 所 が 必 要 な 情 報 を 共 有 す る こ  

と 。  

８ ． そ の 他 留 意 事 項  

  減 額 す る 福 祉 用 具 の 利 用 料 に つ い て は 、 利 用 料 の う ち 重 複 す る 経 費 と し て 想 定 さ れ る ア セ ス メ ン ト 、 契 約  

手 続 き 、 配 送 ・ 納 品 及 び モ ニ タ リ ン グ 等 に 係 る 経 費 に 相 当 す る 範 囲 に お い て 適 切 に 設 定 い た だ く よ う ご 留 意  

願 い た い 。  



【基準省令に関する通知案】  

指定通所介護事業所等の設備を利用し夜間及び深夜に指定通所介護等以外のサ
ービスを提供する場合の事業の人員、設備及び運営に関する指針について  

（ 案 ）  

老 振 第 〇 〇 〇 〇 号  

平 成 〇 年 〇 月 〇 日  

  都 道 府 県  

各  指 定 都 市  介 護 保 険 主 管 部 （ 局 ） 長  殿  

  中 核 市  

厚 生 労 働 省 老 健 局 振 興 課 長  

（ 公 印 省 略 ）  

指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 設 備 を 利 用 し 夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 等 以 外 の サ ー ビ ス を 提 供 す る  

場 合 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 指 針 に つ い て  

 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 設 備 を 利 用 し た 夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 等 以 外 の サ ー ビ ス （ 以 下 、 「 宿 泊 サ ー

ビ ス 」 と い う 。 ） の 提 供 に つ い て は 、 介 護 保 険 制 度 外 の 自 主 事 業 で あ る が 、 今 般 、 「 介 護 保 険 制 度 の 見 直 し に

関 す る 意 見 」 （ 平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日 社 会 保 障 審 議 会 介 護 保 険 部 会 ） を 踏 ま え 、 利 用 者 保 護 の 観 点 か ら 指 定

通 所 介 護 等 の 利 用 者 に 対 す る サ ー ビ ス 提 供 に 支 障 が な い か を 事 業 者 指 定 を 行 う 都 道 府 県 知 事 等 が 適 切 に 判 断 で

き る よ う 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 実 態 を 把 握 す る た め の 届 出 を 導 入 す る と と も に 、 事 故 報 告 の 仕 組 み を 構 築 す る こ と

と し 、 「 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成 １ １ 年 厚 生 省 令 第 ３ ７ 号 ） の 改

正 を 行 っ た と こ ろ で あ る 。  

さ ら に 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 最 低 限 の 質 を 担 保 す る と い う 観 点 か ら 、 「 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 設 備 を 利 用 し 夜

間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 指 針 」 を 下 記

の と お り 定 め る こ と と し た の で 、 各 都 道 府 県 に お か れ て は 、 管 内 市 町 村 、 関 係 団 体 、 関 係 機 関 等 に 本 指 針 に 沿

っ た 事 業 運 営 に 努 め る よ う 当 該 通 知 の 内 容 に つ い て 、 周 知 徹 底 を 図 っ て い た だ き た い 。  

な お 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 内 容 の 届 出 制 に つ い て は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 に 施 行 す る こ と か ら 、 本 通 知 に つ い て

も 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る こ と と す る 。  

記  

第 １  総 則  

１  目 的  

  指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 設 備 を 利 用 し 夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス （ 以 下 「 宿 泊 サ ー ビ  

ス 」 ） を 提 供 す る 場 合 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 指 針 （ 以 下 「 指 針 」 と い う 。 ） は 、 指 定 通 所  

介 護 事 業 所 等 に お い て 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 に お け る 遵 守 す べ き 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 当 該 宿  

泊 サ ー ビ ス を 利 用 す る 者 の 尊 厳 の 保 持 及 び 安 全 の 確 保 並 び に 当 該 宿 泊 サ ー ビ ス の 健 全 な 提 供 を 図 る こ と を  

目 的 と す る 。  

２  定 義  

（ １ ） こ の 指 針 に お い て 、 「 宿 泊 サ ー ビ ス 」 と は 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 。 以 下 「 法 」 と い  

う 。 ） 第 ８ 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 通 所 介 護 、 第 ８ 条 第 １ ７ 項 に 規 定 す る 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 又 は 第 ８ 条 の  

２ 第 １ ３ 項 に 規 定 す る 介 護 予 防 認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 の 指 定 を 受 け た 事 業 者 （ 以 下 「 指 定 通 所 介 護 事 業 者  

等 」 と い う 。 ） の 営 業 時 間 外 に 、 そ の 設 備 を 利 用 し 、 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 利 用 者 に 対 し 、 排 せ つ 、  

食 事 等 の 必 要 な 介 護 な ど の 日 常 生 活 上 の 世 話 に つ い て 、 夜 間 及 び 深 夜 に 指 定 通 所 介 護 以 外 の サ ー ビ ス と し  

て 提 供 す る こ と い う 。  

（ ２ ） こ の 指 針 に お い て 、 「 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 」 と は 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 を い う 。  

（ ３ ） こ の 指 針 に お い て 、 「 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 」 と は 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る 事 業 所 を い う 。  

（ ４ ） こ の 指 針 に お い て 、 「 利 用 者 」 と は 、 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 を 利 用 し て い る 者 で あ っ て 、 当 該 指 定 通  

所 会 議 事 業 所 等 が 提 供 す る 宿 泊 サ ー ビ ス を 利 用 す る 者 を い う 。  

 ３  宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 に よ り 、 若 し く は 利 用 者 の 家 族 の 疾 病 、 冠 婚 葬 祭 、 出 張  

等 の 理 由 に よ り 、 又 は 利 用 者 の 家 族 の 身 体 的 及 び 精 神 的 な 負 担 の 軽 減 等 を 図 る た め に 、 一 時 的 に 居 宅 に お  

い て 日 常 生 活 を 営 む の に 支 障 が あ る 者 を 対 象 に 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 （ １ ） の 趣 旨 に 鑑 み 、 緊 急 時 又 は 短 期 的 な 利 用 に 限 っ て 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 提  

供 す る こ と 。  

   な お 、 利 用 者 の 日 常 生 活 上 の 世 話 を 行 う 家 族 の 疾 病 等 の や む を 得 な い 事 情 に よ り 連 続 し た 利 用 が 想 定 さ  

れ る 場 合 に お い て は 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 と 密 接 に 連 携 を 図 っ た 上 で 、 他 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス 等 へ  

の 変 更 も 含 め 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 や 利 用 者 の 家 族 の 事 情 等 に 応 じ た サ ー ビ ス 提 供 を 検 討 す る こ と 。  

 ４  宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 の 責 務  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 の 意 思 及 び 人 格 を 尊 重 し て 、 常 に 利 用 者 の 立 場 に 立 っ た 宿 泊 サ ー ビ ス  

の 提 供 に 努 め る こ と  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 が 可 能 な 限 り そ の 居 宅 に お い て 、 そ の 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常  

生 活 を 継 続 で き る よ う 、 排 せ つ 、 食 事 等 の 介 護 そ の 他 の 日 常 生 活 上 の 世 話 に 係 る さ の 提 供 を 行 う こ と 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス が 位 置 付 け ら れ た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 又 は 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画  

（ 以 下 「 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 等 」 と い う 。 ） に 沿 っ て 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 を 希 望 す る 利 用 者 に 対 し 、 宿 泊  

サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と 。  

   ま た 、 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 に 際 し 、 利 用 者 の 状 況 や 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 内 容 に  

つ い て 、 法 第 ４ ６ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 又 は 法 第 ５ ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 介 護  

予 防 支 援 事 業 者 （ 以 下 「 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 」 と い う 。 ） と 必 要 な 連 携 を 行 う こ と 。  

   な お 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 等 へ の 宿 泊 サ ー ビ ス の 位 置 付 け は 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 の 介 護 支 援 専 門  

員 等 に よ り 、 あ ら か じ め 利 用 者 の 心 身 の 状 況 、 家 族 の 状 況 、 他 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス の 利 用 状 況 を 勘 案 し 適  

切 な ア セ ス メ ン ト を 経 た も の で な け れ ば な ら ず 、 安 易 に 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 等 に 位 置 付 け る も の で は な い こ  

と 。  

 （ ４ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 及 び 運 営 に 当 た っ て は 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第  

２ ０ １ 号 ） 、 消 防 法 （ 昭 和 ２ ３ 年 法 律 第 １ ８ ６ 号 ） 、 労 働 基 準 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ４ ９ 号 ） そ の 他 の 法  

令 等 を 遵 守 す る こ と 。  



第 ２  人 員 に 関 す る 指 針  

 １  従 業 者 の 員 数 及 び 資 格  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 が 、 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 ご と に 置 く べ き 従 業 者 （ 以 下 （ 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 ） と い

う 。 ） の 員 数 及 び 資 格 は 次 の と お り と す る こ と 。  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 内 容 に 応 じ 必 要 数 を 確 保 す る こ と と し 、 宿 泊 サ ー ビ ス の  

提 供 を 行 う 時 間 帯 （ 以 下 「 提 供 時 間 帯 」 と い う 。 ） を 通 じ て 、 夜 勤 職 員 と し て 介 護 職 員 又 は 看 護 職 員 （ 看  

護 師 又 は 准 看 護 師 を い う 。 ） を 常 時 １ 人 以 上 確 保 す る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 の う ち 介 護 職 員 に つ い て は 、 介 護 福 祉 士 の 資 格 を 有 す る 者 、 実 務 者 研 修 又 は 介 護  

職 員 初 任 者 研 修 を 終 了 し た 者 で あ る こ と が 望 ま し い こ と 。  

   な お 、 そ れ 以 外 の 介 護 職 員 に あ っ て も 、 介 護 等 に 対 す る 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 で あ る こ と 。  

 （ ３ ） 食 事 の 提 供 を 行 う 場 合 は 、 食 事 の 介 助 等 に 必 要 な 員 数 を 確 保 す る こ と 。  

 （ ４ ） 緊 急 時 に 対 応 す る た め の 職 員 の 配 置 又 は 提 供 時 間 対 を 通 じ た 連 絡 体 制 の 整 備 を 行 う こ と 。  

 ２  責 任 者  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 の 中 か ら 責 任 者 を 定 め る こ と 、  

第 ３  設 備 に 関 す る 指 針  

 １  利 用 定 員  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 の 利 用 定 員 は 、 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 運 営 規 程 に 定 め る 利 用 定 員  

の ２ 分 の １ 以 下 か つ ９ 人 以 下 と す る こ と 。 た だ し 、 ２ （ ２ ） ① の 基 準 を 満 た す 範 囲 と す る こ と 。  

 ２  設 備 及 び 備 品 等  

 （ １ ） 必 要 な 設 備 及 び 備 品 等  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 は 、 宿 泊 室 及 び 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 提  

供 す る に あ た り 適 切 な 寝 具 等 の 必 要 な 備 品 を 備 え 、 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 運 営 に 支 障 が な い よ う 適  

切 に 管 理 す る こ と 。  

   な お 、 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 設 備 及 び 備 品 等 を し よ う す る 場 合 は 、 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の  

利 用 者 の サ ー ビ ス 提 供 に 支 障 が 無 い 範 囲 で 使 用 す る こ と 。  

 （ ２ ） （ １ ） に 掲 げ る 宿 泊 室 及 び 消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 の 基 準 は 、 次 の と お り と す  

る 。  

   ①  宿 泊 室  

    ア  宿 泊 室 の 定 員 は 、 １ 室 あ た り １ 人 と す る こ と 。 た だ し 、 利 用 者 の 希 望 等 に よ り 処 遇 上 必 要 と 認 め  

ら れ る 場 合 は 、 ２ 人 と す る こ と が で き る も の と す る こ と 。  

    イ  宿 泊 室 の 床 面 積 は 、 １ 室 あ た り ７ ． ４ ３ 平 方 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

    ウ  ア 及 び イ を 満 た す 宿 泊 室 （ 以 下 「 個 室 」 と い う 。 ） 以 外 の 宿 泊 室 を 設 け る 場 合 、 個 室 以 外 の 宿 泊  

室 の 定 員 は 、 １ 室 あ た り ４ 人 以 下 と す る こ と 。  

    エ  個 室 以 外 の 宿 泊 室 の 面 積 を 合 計 し た 面 積 は 、 ７ ． ４ ３ 平 方 メ ー ト ル に 宿 泊 サ ー ビ ス の 利 用 定 員 か  

ら 個 室 の 定 員 数 を 減 じ た 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 以 上 と す る も の と し 、 そ の 構 造 は 利 用 者 の プ ラ イ バ シ  

ー が 確 保 さ れ た も の と す る こ と 。 な お 、 プ ラ イ バ シ ー が 確 保 さ れ た も の と は 、 例 え ば 、 パ ー テ ー シ  

ョ ン や 家 具 な ど に よ り 利 用 者 同 士 の 視 線 の 遮 断 が 確 保 さ れ て い る も の で あ る 必 要 が あ る が 、 壁 や ふ  

す ま の よ う な 建 具 ま で 要 す る も の で は な い こ と 。 た だ し 、 カ ー テ ン は プ ラ イ バ シ ー が 確 保 さ れ た も  

の と は 考 え に く い こ と か ら 認 め ら れ な い も の で あ る 。  

      ま た 、 利 用 者 の 希 望 等 に よ り 処 遇 上 必 要 と 認 め ら れ る 場 合 を 除 き 、 男 女 が 同 室 で 宿 泊 す る こ と が  

な い よ う 配 慮 す る こ と 。  

   ②  消 火 設 備 そ の 他 の 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備  

     消 防 法 そ の 他 の 法 令 等 に 規 程 さ れ た 設 備 を 確 実 に 設 置 し な け れ ば な ら な い こ と 。  

第 ４  運 営 に 関 す る 指 針  

 １  内 容 及 び 手 続 き の 説 明 及 び 同 意  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス 提 供 の 開 始 に 際 し 、 あ ら か じ め 、 利 用 申 込 者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、  

１ ０ に 定 め る 運 営 規 程 の 概 要 、 責 任 者 の 氏 名 、 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 の 勤 務 体 制 そ の 他 の 利 用 申 込 者 の 宿 泊  

サ ー ビ ス の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 重 要 事 項 を 記 し た 文 書 を 交 付 し て 説 明 を 行 い 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 内 容  

及 び 利 用 期 間 等 に つ い て 利 用 申 込 者 の 同 意 を 得 る こ と 。  

 ２  宿 泊 サ ー ビ ス 提 供 の 記 録  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 し た 際 に は 、 提 供 日 、 提 供 し た 具 体 的 な 宿 泊 サ ー ビ ス の 内  

容 及 び 利 用 者 の 心 身 の 状 況 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 録 す る と と も に 、 利 用 者 か ら の 申 出 が あ っ た 場 合 に は 、  

文 書 の 交 付 そ の 他 適 切 な 方 法 に よ り 、 そ の 情 報 を 利 用 者 に 対 し て 提 供 す る こ と 。  

 ３  宿 泊 サ ー ビ ス の 取 扱 方 針  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 が 法 第 ４ １ 条 第 １ 項 に 規 程 す る 居 宅 要 介 護 被 保 険 者 の 場 合 に お い て は 、

要 介 護 状 態 の 軽 減 又 は 悪 化 の 防 止 に 資 す る よ う 、 認 知 症 の 状 況 等 利 用 者 の 心 身 の 状 況 を 踏 ま え て 、 生 活 に  

必 要 な 援 助 を 妥 当 か つ 適 切 に 行 う こ と 。  

   ま た 、 利 用 者 が 法 第 ５ ３ 条 第 １ 項 に 規 程 す る 居 宅 要 支 援 被 保 険 者 の 場 合 に お い て は 、 利 用 者 が 出 来 る 限

り 要 介 護 状 態 と な ら な い で 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 支 援 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ

る こ と を 常 に 意 識 し て サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 親 切 丁 寧 を 旨 と し 、 利 用 者 又 は そ の 家 族  

に 対 し 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 方 法 等 に つ い て 、 理 解 し や す い よ う に 説 明 を 行 う こ と 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 に 当 た っ て は 、 当 該 利 用 者 又 は 他 の 利 用 者 等 の 生 命 又 は

身 体 を 保 護 す る た め 緊 急 か つ や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 身 体 的 拘 束 そ の 他 利 用 者 の 行 動 を 制 限 す る 行 為 （

以 下 「 身 体 的 拘 束 等 」 と い う 。 ） を 行 っ て は な ら な い こ と 。  

 （ ４ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 （ ３ ） の 身 体 的 拘 束 等 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者  

の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 か つ や む を 得 な い 理 由 を 記 録 す る こ と 。  

 （ ５ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 自 ら そ の 提 供 す る 宿 泊 サ ー ビ ス の 質 の 評 価 を 行 い 、 常 に そ の 改 善 図 る こ と 。  

 ４  宿 泊 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス を 概 ね ４ 日 以 上 連 続 し て 利 用 す る こ と が 予 定 さ れ て い る 利 用 者  

に つ い て 、 利 用 者 の 真 摯 イ の 状 況 、 希 望 及 び そ の 置 か れ て い る 環 境 等 を 踏 ま え て 、 利 用 者 が 利 用 す る 指 定  

通 所 介 護 事 業 所 等 に お け る サ ー ビ ス と の 継 続 性 に 配 慮 し て 、 当 該 利 用 者 の 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 と 連  

携 を 図 っ た 上 、 具 体 的 な サ ー ビ ス の 内 容 等 を 記 載 し た 宿 泊 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 す る こ と 。  

   な お 、 ４ 日 未 満 の 利 用 で あ っ て も 反 復 的 、 継 続 的 に 利 用 す る こ と が 予 定 さ れ て い る 利 用 者 に つ い て は 、  

宿 泊 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 し 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 等 に 沿 っ て 作 成 し 、 宿 泊 サ ー ビ  

ス の 利 用 が 長 期 間 と な ら な い よ う 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 と 密 接 に 連 携 を 図 る こ と 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 計 画 の 作 成 に 当 た っ て は 、 そ の 内 容 に つ い て 、 利 用 者 又 は そ の 家 族 に 対 し て  

説 明 し 、 利 用 者 の 同 意 を 得 る と 共 に 、 作 成 し た 計 画 を 利 用 者 に 交 付 す る こ と 。  



 ５  介 護  

 （ １ ） 介 護 は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 に 追 う お じ 、 利 用 者 の 自 立 の 支 援 と 日 常 生 活 の 充 実 に 資 す る よ う 、 適 切  

な 技 術 を も っ て 行 う こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 に 応 じ 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 排 せ つ の 自 立 に つ い て 必 要  

な 援 助 を 行 う こ と 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 お む つ を 使 用 せ ざ る を 得 な い 利 用 者 の オ ム ツ を 適 切 に 取 り 替 え る こ と 。  

（ ４ ） サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 （ １ ） か ら （ ３ ） ま で に 定 め る ほ か 、 利 用 者 に 対 し 、 離 床 、 着 替 え 、 整 容 そ の 他  

日 常 生 活 上 の 世 話 を 適 切 に 行 う こ と 。 。  

 ６  食 事 の 提 供  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 栄 養 並 び に 利 用 者 の 心 身 の 状 況 及 び 嗜 好 を 考 慮 し た 食 事 を 、 適 切 な 時 間 に 提  

供 す る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 が 可 能 な 限 り 離 床 し て 、 食 堂 で 食 事 を 摂 る こ と を 支 援 す る こ と 。  

 ７  健 康 へ の 配 慮  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 当 該 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 に お い て 把 握 し て い る 利 用 者 の 健 康 に 関  

す る 情 報 に 基 づ き 、 必 要 に 応 じ て 主 治 の 医 師 や 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 と 連 携 し 、 常 に 利 用  

者 の 健 康 の 状 況 に 配 慮 し て 適 切 な 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と 。  

 ８  相 談 及 び 援 助  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 常 に 利 用 者 の 心 身 の 状 況 、 そ の 置 か れ て い る 環 境 等 の 的 確 な 把 握 に 努 め 、 利 用  

者 又 は そ の 家 族 に 対 し 、 そ の 相 談 に 適 切 に 応 じ る と と も に 、 必 要 な 助 言 そ の 他 の 援 助 を 行 う こ と 。  

 ９  緊 急 時 等 の 対 応  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 現 に 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 を 行 っ て い る と き に 利 用 者 に 病 状 の 急 変 が 生 じ た 場 合  

そ の 他 必 要 な 場 合 は 、 速 や か に 主 治 の 医 師 又 は あ ら か じ め 協 力 医 療 機 関 を 定 め て い る 場 合 は 、 協 力 医 療 期  

間 へ の 連 絡 を 行 う 党 の 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と 。  

１ ０  運 営 規 定  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 あ Ｈ 、 次 に 掲 げ る 事 業 の 運 営 に つ い て の 重 要 事 項 に 関 す る 規 程 （ 以 下 「 運 営 規 程 」  

と い う 。 ） を 定 め て お く こ と 。  

  ①  事 業 の 目 的 及 び 運 営 の 方 針  

  ②  従 業 者 の 職 種 、 員 数 及 び 職 務 の 内 容  

  ③  サ ー ビ ス 提 供 日 及 び サ ー ビ ス 提 供 時 間  

  ④  利 用 定 員  

  ⑤  宿 泊 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 利 用 料 そ の 他 の 費 用 の 額  

  ⑥  宿 泊 サ ー ビ ス 利 用 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

  ⑦  緊 急 時 等 に お け る 対 応 方 法  

  ⑧  非 常 災 害 対 策  

  ⑨  そ の 他 運 営 に 関 す る 重 要 事 項  

１ １  勤 務 体 制 の 確 保 等  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 し 適 切 な 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う 、 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 の  

勤 務 の 体 制 を 定 め て お く こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 当 該 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 に よ っ て 宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と 。  

た だ し 、 利 用 者 の 処 遇 に 直 接 影 響 を 及 ぼ さ な い 業 務 に つ い て は 、 こ の 限 り で は な い 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 の 資 質 の 向 上 の た め に 、 そ の 研 修 の 機 会 を 確 保 す る こ と 。  

１ ２  定 員 の 遵 守  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 運 営 規 程 に 定 め る 利 用 定 員 を 超 え て 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 は 行 っ て は な ら な い 。  

１ ３  非 常 災 害 対 策  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 非 常 災 害 に 関 す る 具 体 的 計 画 を 立 て 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 地 域  

住 民 等 と の 連 携 体 制 を 整 備 し 、 そ れ ら を 定 期 的 に し 従 業 者 に 周 知 す る と と も に 、 定 期 的 に 夜 間 を 想 定 し た  

非 難 、 救 出 そ の 他 必 要 な 訓 練 を 行 う こ と 。  

１ ４  衛 生 管 理  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 の 使 用 す る 施 設 、 食 器 そ の 他 の 設 備 又 は 飲 用 に 供 す る 水 に つ い て 、 衛  

生 的 な 管 理 に 努 め 、 又 は 衛 生 上 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 当 該 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 に お い て 感 染 症 が 発 生 し 、 又 は ま ん 延 し な い よ う に  

必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る こ と 。  

１ ５  掲 示  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 当 該 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 の 見 や す い 場 所 に 、 運 営 規 程 の 概 要 、 責 任 者 の 氏 名 、  

宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 等 の 勤 務 の 体 制 、 苦 情 処 理 の 概 要 、 緊 急 時 の 避 難 経 路 そ の 他 の 利 用 申 込 者 の サ ー ビ ス  

の 選 択 に 資 す る と 認 め ら れ る 需 要 事 項 を 掲 示 す る こ と 。  

１ ６  秘 密 保 持 等  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 は 、 正 当 な 理 由 な く 、 そ の 業 務 上 知 り え た 利 用 者 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら さ な  

い こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス 従 業 者 で あ っ た 者 が 、 正 当 な 理 由 が な く 、 そ の 業 務 上 知 り え た  

利 用 者 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら す こ と が な い よ う 、 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 と の 連 携 に お い て 、 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 に お け る  

利 用 者 の 個 人 の 情 報 を 用 い る 場 合 は 利 用 者 の 同 意 を 、 利 用 者 の 家 族 の 個 人 情 報 を 用 い る 場 合 は 当 該 家 族 の  

同 意 を あ ら か じ め 文 書 に よ り 得 て お く こ と 。  

１ ７  広 告  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 所 に つ い て 広 告 を す る 場 合 に お い て は 、 そ の 内 容 が 虚 偽 又 は  

誇 大 な も の と し な い こ と 。  

   ま た 、 介 護 保 険 サ ー ビ ス と は 別 の サ ー ビ ス で あ る こ と を 明 記 す る こ と 。  

１ ８  苦 情 処 理  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 提 供 し た 宿 泊 サ ー ビ ス に 係 る 利 用 者 及 び そ の 家 族 か ら の 苦 情 に 迅 速 か つ 適 切  

に 対 応 す る た め に 、 苦 情 を 受 け 付 け る た め の 窓 口 を 設 置 す る 等 の 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 （ １ ） の 苦 情 を 受 け 付 け た 場 合 に は 、 当 該 苦 情 の 内 容 等 を 記 録 す る こ と 。  



１ ９  事 故 発 生 時 の 対 応  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 市 町 村 、  

当 該 利 用 者 の 家 族 、 当 該 利 用 者 に 係 る 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 連 絡 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ る  

こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 （ １ ） の 事 故 の 状 況 及 び 事 故 に 際 し て 採 っ た 処 置 に つ い て 記 録 す  

る こ と 。  

 （ ３ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 に よ り 賠 償 す べ き 事 故 が 発 生  

し た 場 合 は 、 損 害 賠 償 を 速 や か に 行 う こ と 。  

２ ０  宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 の 届 出  

 （ １ ） 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 が 指 定 通 所 介 護 等 の 提 供 以 外 の 目 的 で 、 指 定 通 所 介 護 事 業 所 等 の 設 備 を 利 用 し 、

宿 泊 サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 に は 、 宿 泊 サ ー ビ ス の 内 容 を 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 開 始 前 に 当 該 指 定 通 所 介 護  

事 業 者 等 に 係 る 指 定 を 行 っ た 都 道 府 県 等 （ 以 下 「 指 定 権 者 」 と い う 。 ） に 届 け 出 る こ と 。  

   な お 、 当 該 届 出 に つ い て は 別 添 様 式 （ 掲 載 省 略 ） に 基 づ い て 行 う こ と と し 、 当 該 届 出 内 容 は 法 第 １ １ ５  

条 の ３ ５ の 介 護 サ ー ビ ス 情 報 の 基 本 情 報 と 合 わ せ て 、 当 該 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 す る 事 業 所 を 管 轄 す る 都 道  

府 県 知 事 に 報 告 す る こ と 。  

 （ ２ ） 指 定 通 所 介 護 事 業 者 等 は （ １ ） で 届 け 出 た 内 容 に 変 更 が あ っ た 場 合 は 、 別 添 様 式 （ 掲 載 省 略 ） に 基 づ  

き 、 変 更 の 自 由 が 生 じ て か ら １ ０ 日 以 内 に 指 定 権 者 に 届 け 出 る こ と 。  

 （ ３ ） 指 定 通 所 介 護 事 業 者 等 は 、 当 該 宿 泊 サ ー ビ ス を 休 止 又 は 廃 止 す る 場 合 に は 、 別 添 様 式 （ 掲 載 省 略 ） に  

よ り 、 そ の 休 止 又 は 廃 止 の 日 の １ 月 前 ま で に 指 定 権 者 に 届 け 出 る こ と 。  

２ １  調 査 へ の 協 力 等  

   宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 提 供 し た 宿 泊 サ ー ビ ス に 関 し 、 利 用 者 の 心 身 の 状 況 を 踏 ま え 、 妥 当 か つ 適 切 な  

宿 泊 サ ー ビ ス が 行 わ れ て い る か ど う か を 確 認 す る た め に 都 道 府 県 及 び 市 町 村 が 行 う 調 査 に 協 力 す る と と も  

に 、 指 導 又 は 助 言 を 受 け た 場 合 に は 必 要 な 改 善 を 行 う こ と 。  

２ ２  記 録 の 整 備  

 （ １ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 従 業 者 、 設 備 、 備 品 に 関 す る 諸 記 録 を 整 備 し て お く こ と 。  

 （ ２ ） 宿 泊 サ ー ビ ス 事 業 者 は 、 利 用 者 に 対 す る 宿 泊 サ ー ビ ス の 提 供 に 関 す る 次 に 掲 げ る 記 録 を 整 備 し 、 そ の  

完 結 の 日 か ら ２ 年 間 保 存 す る こ と 。  

   ①  ２ に 定 め る 具 体 的 な 宿 泊 サ ー ビ ス 提 供 の 内 容 等 の 記 録  

   ②  ３ （ ４ ） に 定 め る 身 体 拘 束 等 の 態 様 及 び 時 間 、 そ の 際 の 利 用 者 の 心 身 の 状 況 並 び に 緊 急 や む を 得 な  

い 理 由 の 記 録  

   ③  ４ に 定 め る 宿 泊 サ ー ビ ス 計 画  

   ④  １ ８ （ ２ ） に 定 め る 苦 情 の 内 容 等 の 記 録  

   ⑤  １ ９ （ ２ ） に 定 め る 事 故 の 状 況 及 び 事 故 に 際 し て 採 っ た 処 置 に つ い て の 記 録  



○高齢化の状況  
我が国の総人口は、平成26（2014）年9月1日現在、1億2,707万人

と、平成2４（201２）年から３年連続で減少している。  
 また、65歳以上の高齢者人口は、過去最高の3,296万人（前年3,185
万人）となり、総人口に占める割合（高齢化率）も25.9％（前年25.0％
）と過去最高となった。  
 本市においても、高齢化が着実に進んでおり、平成26年10月1日現在
で27万人に達し、平成37年（2025）には、高齢者人口が34万人に達
する見込みである。  

○かわさき健幸福寿プロジェクトがめざすものとは  
本市では、高齢者人口の増加、生産年齢人口（15～64歳）の減少を

見据え、高齢者の方が「要介護状態の維持・改善」に関心を持ち、いつ
までも「元気なお年寄り」をめざす。  
また、市は、講座や各種イベント、介護保険事業者の表彰や公表等を通
じて、「要介護状態の軽減又は悪化の防止」の取組みの普及・啓発を図
る。  

○平成27年度の取組み  
（１）目的  

要介護度の改善状況やADL、 IADLの改善状況を把握し、好事例の普
及を行う。  

  また、この事業を通じて、市民の方に市や介護保険事業者の取組み
を周知する。  

（２）モデル事業  
次の委託事業を実施する。  

  ①  市内100事業者を対象として、「要介護状態の軽減又は悪化の
防止」に向けたサービスを実施する。  

  ②  本事業は、平成２７年１２月以前に要介護認定の更新を迎える
利用者に対してサービスを行う事業者とする。  

  ③  サービスメニューについては特に要件を付さない。  
ただし、事業開始前に、到達目標やサービスメニューを明確に

すること。  
また、3か月、6か月後のADL、 IADLの状況の詳細を把握する

こと。  
（３）報告書の作成  

モデル事業期間中に次の書類を事前、事後に提出すること。  
①  サービス計画書  
②  ADL、 IADL評価表  

  注）①、②の様式は、各介護保険サービス事業者が使用しているも
のとする。  

（４）アンケート調査等  
組織運営にもたらす効果、利用者やその家族の意識の変化等につい

ては、アンケート調査を実施する。また、必要に応じて意見交換を実
施する。  

 １  「かわさき健幸福寿プロジェクト」について  

８ 事業者指導係からのお知らせ 



（５）公表・表彰  
受託事業者は、市ホームページへ掲載する。また、ADL、 IADLが
改善した好事例については、集団指導講習会等で公表し表彰する。  

（６）スケジュール  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

事業者募集  

募集結果  

モデル事業実施  

表彰・公表  

結果まとめ  

28 年度事業説明

11月 12月 １月 ２月 ３月

事業者募集       

募 集結果       

モ デル事業実施  

表彰・公表    

結 果まとめ     

28 年度事業説明



注 ） 「 平 成 ２ ６ 年 度 実 地 指 導 件 数 」 は 平 成 ２ ６ 年 ９ 月 末 時 点 の 件 数 で す 。  

○運営に関する事項  

サ ー ビ ス 種 類 指 導 事 項  

訪問介護 ○介護予防訪問介護計画にサービスの提供を行う期

間が記載されていなかった。  

○介護予防支援事業者への報告及びモニタリングの

実施記録を確認することができなかった。  

通所介護 ○単位ごとに配置すべき従業員の員数を満たしてい

ない日があった。  

○ 指定通所介護の提供前に、通所介護計画を作成し

ていなかった。  

通 所 リハビ
リテーショ
ン  

○ 通所リハビリテーション計画の見直しが行われて

いなかった。  

○ レクリエーションに参加していない利用者から、

その費用を徴収していた。  

２【平成２６年度】監査・指導の実施状況等について  

３【平成２６年度】主な指導事項



短期入所生
活介護  

○ 短期入所生活介護計画の作成者が介護支援専門員

となっていた。  

○ 廊 下に器具等が置かれ、廊下部分がなくなってい

た。  

特 定 施設入
居者生活介
護  

○ 提供した具体的内容を記録を確認することができ

なかった。  

○ 介護保険の給付対象となっている費用を、利用者

から別途費用として徴収していた。  

居 宅 介護支
援  

○モニタリングの結果が記録されていなかった。  

○ サ ービス担当者会議を開催したことが確認できな

かった。  

認 知 症対応
型共同生活
介護  

○ 介護保険の給付対象となっている費用を、利用者
から別途費用として徴収していた。  
○ 認知症対応型共同生活介護計画の実施状況の把握
が行われていなかった。  

○介護報酬等の請求に関する事項  

【訪問介護】  
◎指定居宅サービスに要する費用の額の算定  
・訪問介護計画書が作成されていなかった。     
・サービス提供記録が保管されておらず、実際にサービス提供を行っ
た事実が確認できなかった。  
・提供した具体的なサービスの内容等の記録が確認できなかった。 

◎特定事業所加算について  
・特定事業所加算の算定要件とされている厚生労働大臣が定める基準
第三号イ（１）から（７）の一部について、基準を満たしていなかっ
た。  

【通所介護】  
◎指定居宅サービスに要する費用の額の算定  
・屋外で機能訓練を行っていたが、通所介護計画に、屋外での機能訓
練を行う必要性が明記されていなかった。  

【居宅介護支援】  
◎指定居宅介護支援に要する費用の額の算定  
・モニタリングの結果の記録を確認できなかった。  
・サービス担当者会議を開催したことが確認できなかった。  



○加算等請求指導時における対応  

区分  報酬請求の内容  報酬上の措置等 遡及  

指

導

取
扱
い
が
不
適
切

○加算報酬上の基準要件を満
たし、解釈通知に即したサー
ビスの提供を行っているが、
不適切な取扱いが認められる
場合  

○解釈通知に即したサービス
提供を実施していないものの
、加算本来の趣旨を満たして
いないとまでいえない場合  

適切な取扱い
となるよう指導

無  

基
準
等
不
適
切

○加算報酬上の基準要件を１
つでも満たしていない場合  

○解釈通知に即したサービス
提供を実施していないことに
より加算本来の趣旨を満たし
ていない場合  

適切なサービ
スの実施となる
よう是正指導の
上、加算報酬上
の基準要件等を
満たしてない部
分について自己
点検の上、過誤
調整により返還
させる。  

有  

○介護報酬の請求等の消滅時効について  

◎過払いの場合（不正請求の場合を含まない。）の返還請求  
過払いの場合（不正請求の場合を含まない。）の返還請求の消滅時

効は、公法上の債権であることから、地方自治法第２３６条第１項の
規定により５年。  

◎過払いの場合（不正請求の場合に限る。）の返還請求  
過払いの場合（不正請求の場合に限る。）の返還請求の消滅時効は、

徴収金としての性格を帯びることから、介護保険法第２００条第１項
の規定により２年  

４加算等請求指導時における対応及び遡及期間について



 今般、報道等されているところですが、社会福祉施設等での虐待・身
体拘束が頻発しています。  
 高齢者虐待を未然に防止するためには、地域住民や社会福祉施設従業
者等が高齢者虐待に関する正しい知識と理解を持ち、虐待を発生させな
い地域づくりを目指すとともに、施設等における虐待の発生防止に向け
た体制整備が求められます。  
【掲載場所】  
「川崎市ホームページ」（http://www.c i ty .kawasaki . jp/）  
→「くらし・手続き」  
 →「福祉・介護」  
 →「高齢者・介護保険」  
  →「介護保険制度」  
  →「事業者入口」  
   →「介護保険制度関連情報」  

→「介護現場のための高齢者虐待防止教育システムについて」 
（ http://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000065491.html  ）  

厚生労働省が公表した調査結果によると、平成２５年度中に確認され

た介護老人福祉施設や居宅サービス事業者など養介護施設従事者等によ

る高齢者の虐待件数は、前年度より６６件増え、２２１件と過去最多を

更新しました。  
◎虐待の事実が認められた施設・事業所の種別  

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 69件 (31.2％ ) 

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）  34件 (15.4％ ) 

介護老人保健施設  26件 (11.8％ ) 

有料老人ホーム  26件 (11.8％ ) 

◎虐待の発生要因（市町村の任意・自由記載を集計）（複数回答）  

教育・知識・介護技術等に関する問題 128件 (66.3％ ) 

職員のストレスや感情コントロールの問題 51件 (26.4％ ) 

◎虐待の内容（複数回答）  

被虐待高齢者総数  402人 (複数回答)

身体的虐待  258人 (64.2％ )

心理的虐待  132人 (32.8％ )

介護等放棄  67人 (16.7％ )

５  社会福祉施設等における高齢者虐待の発生防止対策について  

６ 平成25年度高齢者虐待防止の対応状況等について調査結果（一部抜粋）



 川崎市内の指定介護保険事業者等に対する集団指導講習会を、次の日
程で開催します。  
 つきましては、対象サービスを御確認の上、該当する開催日・時間帯
の講習会に出席してください。  
なお、この講習会は、介護保険法第２３条に基づく指導の一環ですの

で、川崎市内に所在する指定介護保険事業所及び施設が出席する必要が
あります。  

○開催日時・対象サービス  

※受付 ･開始 ･終了時間は変更の可能性があります。  

○開催場所  
 川崎市総合福祉センター【エポックなかはら】３階ホール

○出席  
 各事業所又は施設の管理者  １名  

○内容  

 サービス共通事項、各サービス毎の「基準条例」及び「介護報酬」等 

○その他の注意事項  
 ・集団指導講習会当日は、出席票を必ず御持参ください。  
  ※ホームページよりダウンロードした出席票は事前に必要事項を御

記入ください。  
 ※参加票は後日ホームページに掲載する予定です。  

開催日  開催時間（予定）  対象サービス  ※介護予防含む  

６月２２日

（月）  

１３時３０分  

～１５時３０分  

【 受 付 開 始 １ ３ 時 ０ ０ 分 】

短期入所生活介護、短期入所療養介

護、介護老人福祉施設（地域密着型

を含む）、介護老人保健施設、介護

療養型医療施設  

１６時３０分  

～１８時３０分  

【 受 付 開 始 １ ６ 時 ０ ０ 分 】

通所介護、通所リハビリテーション

認知症対応型通所介護  

６月２３日

（火）  

１０時００分  

～１２時００分  

【 受 付 開 始 ９ 時 ３ ０ 分 】  

居宅介護支援、介護予防支援  

１４時００分  

～１６時００分  

【 受 付 開 始 １ ３ 時 ３ ０ 分 】

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護

訪問リハビリテーション、福祉用具

貸与・販売、夜間対応型訪問介護、

定期巡回・随時対応型訪問介護看護  

１７時００分  

～１９時００分  

【 受 付 開 始 １ ６ 時 ３ ０ 分 】

特定施設入居者生活介護（地域密着

型を含む）、小規模多機能型居宅介

護、認知症対応型共同生活介護、看

護小規模多機能型居宅介護、有料老

人ホーム  

７  平成２７年度介護保険事業者等集団指導講習会について  



・管理者が都合により、出席できない場合は、代わりの職員の出席で
もかまいません。その場合であっても、管理者が出席した場合と同
様、講習会参加後、事業所内で講習内容を共有してください。  

・居宅療養管理指導事業者及び住宅改修事業者は今回の講習会対象外
です。  

・川崎市内に所在する指定介護保険サービス事業所の皆さまにおかれ
ましては、必ず本市主催の集団指導講習会に御参加ください。  

・この集団指導講習会に係るお知らせ等は、随時メール配信・ホーム
ページで行います。  

・集団指導講習会の資料は当日配布しますので、事前にお持ちいただ
く資料はありません。  

川 崎 市 総 合 福 祉 セ ン タ ー 【 エ ポ ッ ク な か は ら 】 （ 川 崎 市 中 原 区 上 小 田 中 6-22-5）

※駐車・駐輪スペースに限りがございます。公共交通機関の御利用をお

願いします。  

※館内・敷地内・周辺地域での禁煙に御協力をお願いします。

案内図



【基準省令に関する通知案】  

特定施設入居者生活介護事業者が受領する介護保険の給付対象外の介護サービ
ス費用について（改正案（指定通所介護事業所等の設備を利用し夜間及び深夜
に指定通所介護等以外のサービスを提供する場合の事業の人員、設備及び運営
に関する指針について  

（ 平 成 １ ２ 年 ３ 月 ３ ０ 日 老 企 第 ５ ２ 号 厚 生 省 老 人 保 健 福 祉 局 企 画 課 長 通 知 ）  
改 正 部 分 は 下 線  

１  利 用 料 の 範 囲  

特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 （ 地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 及 び 介 護 予 防 特 定 施 設 入  

居 者 生 活 介 護 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） は 、 看 護 ・ 介 護 職 員 等 に よ り 、 適 時 、 適 切 に 介 護 サ ー  

ビ ス が 包 括 的 に 提 供 さ れ る べ き も の で あ る の で 、 そ の 介 護 報 酬 （ 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 特 定  

施 設 入 居 者 生 活 介 護 及 び 外 部 サ ー ビ ス 利 用 型 介 護 予 防 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 を 除 く 。 ）  

は 、 個 々 の 利 用 者 ご と に 設 定 さ れ る も の で は な く 、 要 介 護 度 状 態 区 分 又 は 要 支 援 の 区 分 に  

応 じ て 一 律 と し 、 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 等 （ 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 及 び 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 及  

び 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 規 定 に よ り 標 準 的 に 配 置 さ れ る 職 員 の 人  

件 費 等 を 基 礎 と し て 定 め て い る も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 職 員 に よ り 提 供 さ れ る  

サ ー ビ ス に つ い て は 、 介 護 保 険 の 給 付 対 象 と な っ て い る も の で あ り 、 利 用 料 の 他 に 別 途 費  

用 を 受 領 す る こ と は で き な い も の で あ る 。  

２  保 険 給 付 対 象 外 の 介 護 サ ー ビ ス 費 用 を 受 領 で き る 場 合  

特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 事 業 者 が 、 介 護 保 険 の 給 付 対 象 と な る 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護  

に 要 す る 費 用 と は 別 に 介 護 サ ー ビ ス に 係 る 費 用 （ 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 第 １ ８ ２ 条 第 ３ 項 第 １  

号 及 び 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 １ １ ７ 条 第 ３ 項 第 １ 号 並 び に 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 第 ２  

３ ８ 条 第 ３ 項 第 １ 号 ） を 受 領 で き る 場 合 は 次 の （ １ ） 及 び （ ２ ） に 限 ら れ る も の で あ る 。  

な お 、 こ の 場 合 の 人 員 数 の 算 定 方 法 は 、 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 等 に よ る も の と し 、 そ の 具 体 的  

な 取 扱 い は 平 成 １ １ 年 ９ 月 １ ７ 日 老 企 第 ２ ５ 号 当 職 通 知 及 び 平 成 １ ２ 年 ３ 月 ８ 日 老 企 第 ４  

０ 号 当 職 通 知 並 び に 平 成 １ ８ 年 ３ 月 １ ７ 日 老 計 発 第 ０ ３ １ ７ ０ ０ １ 号 ・ 老 振 発 第 ０ ３ １ ７  

０ ０ １ 号 ・ 老 老 発 第 ０ ３ １ ７ ０ ０ １ 号 当 職 通 知 （ 「 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス に 要 す る 費 用 の  

額 の 算 定 に 関 す る 基 準 の 制 定 に 伴 う 実 施 上 の 留 意 事 項 に つ い て 」 に 限 る 。 ） に よ る も の で  

あ る 。 ま た 、 こ れ ら の 費 用 に つ い て は 、 全 額 が 利 用 者 の 負 担 と な る も の で あ り 、 あ ら か じ  

め 、 利 用 者 又 は そ の 家 族 に 対 し て 、 当 該 サ ー ビ ス の 内 容 、 費 用 及 び 人 員 配 置 状 況 に つ い て  

十 分 に 説 明 を 行 い 、 利 用 者 の 同 意 を 得 る こ と が 必 要 で あ る 。  

(1 )  人 員 配 置 が 手 厚 い 場 合 の 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料  

要 介 護 者 及 び 要 支 援 者 （ 以 下 「 要 介 護 者 等 」 と い う 。 ） の 人 数 に 応 じ て 看 護 ・ 介 護 職  

員 の 人 数 が 次 の ① 又 は ② の い ず れ か の 要 件 を 満 た す 場 合 に 、 人 員 配 置 が 手 厚 い 場 合 の 介  

護 サ ー ビ ス 利 用 料 （ 以 下 「 上 乗 せ 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料 」 と い う 。 ） を 受 領 で き る も の と  

す る 。  

上 乗 せ 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料 に つ い て は 、 看 護 ・ 介 護 職 員 の 配 置 に 必 要 と な る 費 用 か ら  

適 切 に 算 出 さ れ た 額 と し 、 当 該 上 乗 せ 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料 を 前 払 金 と し て 受 領 す る 揚 合  

に は 、 開 設 後 の 経 過 年 数 に 応 じ た 要 介 護 発 生 率 、 介 護 必 要 期 間 、 職 員 配 置 等 を 勘 案 し た  

合 理 的 な 積 算 方 法 に よ る こ と が 必 要 で あ る 。  

な お 、 上 乗 せ 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料 と 介 護 保 険 の 利 用 者 負 担 分 の 合 計 額 に つ い て 、 重 度  

の 要 介 護 者 に な る ほ ど 安 く な る よ う な 料 金 設 定 を 行 う こ と は 、 結 果 と し て 、 軽 度 の 要 介  

護 者 等 が 利 用 し に く く な り 、 重 度 の 要 介 護 者 の み の 入 居 が 誘 導 さ れ る こ と と な る た め 、  

適 切 で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。  

①  要 介 護 者 等 が ３ ０ 人 以 上 の 揚 合  

看 護 ・ 介 護 職 員 の 人 数 が 、 次 の イ 及 び ロ を 満 た す も の で あ る こ と 。  

イ  要 介 護 者 に あ っ て は 、 看 護 ・ 介 護 職 員 の 人 数 が 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 要 介 護 者 の 数  

（ 前 年 度 の 平 均 値 ） が ２ ． ５ 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １  

ロ  要 支 援 者 に あ っ て は 、 看 護 ・ 介 護 職 員 の 人 数 が 、 常 勤 換 算 方 法 で 、 要 支 援 者 の 数  

（ 前 年 度 の 平 均 値 ） が ５ 又 は そ の 端 数 を 増 す ご と に １  

②  要 介 護 者 等 が ３ ０ 人 未 満 の 場 合  

看 護 ・ 介 護 職 員 の 人 数 が 、 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 等 に 基 づ き 算 出 さ れ た 人 数 に ２ 人 を 加  

え た 人 数 以 上 で あ る こ と 。  



(2 )  個 別 的 な 選 択 に よ る 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料  

あ ら か じ め 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 と し て 包 括 的 か つ 標 準 的 に 行 う も の と し て 定 め た  

介 護 サ ー ビ ス と は 別 に 、 利 用 者 の 特 別 な 希 望 に よ り 行 わ れ る 個 別 的 な 介 護 サ ー ビ ス に つ  

い て は 、 そ の 利 用 料 を 受 領 で き る も の と す る 。 た だ し 、 当 該 介 護 サ ー ビ ス 利 用 料 を 受 領  

す る 介 護 サ ー ビ ス は 、 本 来 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 と し て 包 括 的 に 行 う べ き 介 護 サ ー ビ  

ス と は 明 ら か に 異 な り 、 次 の ① か ら ③ ま で の よ う に 個 別 性 の 強 い も の に 限 定 さ れ る 必 要  

が あ る 。  

な お 、 看 護 ・ 介 護 職 員 が 当 該 サ ー ビ ス を 行 っ た 場 合 は 、 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 等 上 の 看 護  

・ 介 護 職 員 の 人 数 の 算 定 に お い て 、 当 該 看 護 ・ 介 護 職 員 の 勤 務 時 閻 か ら 当 該 サ ー ビ ス に  

要 し た 時 間 を 除 外 し て 算 定 (常 勤 換 算 )す る こ と と す る 。  

①  個 別 的 な 外 出 介 助  

利 用 者 の 特 別 な 希 望 に よ り 、 個 別 に 行 わ れ る 買 い 物 、 旅 行 等 の 外 出 介 助 （ 当 該 特 定  

施 設 の 行 事 、 機 能 訓 練 、 健 康 管 理 の 一 環 と し て 行 わ れ る も の は 除 く 。 ） 及 び 当 該 特 定  

施 設 が 定 め た 協 力 医 療 機 関 等 以 外 の 通 院 又 は 入 退 院 の 際 の 介 助 等 に 要 す る 費 用 。  

②  個 別 的 な 買 い 物 等 の 代 行  

利 用 者 の 特 別 な 希 望 に よ り 、 当 該 特 定 施 設 に お い て 通 常 想 定 し て い る 範 囲 の 店 舗 以  

外 の 店 舗 に 係 る 買 い 物 等 の 代 行 に 要 す る 費 用 。  

③  標 準 的 な 回 数 を 超 え た 入 浴 を 行 っ た 揚 合 の 介 助  

利 用 者 の 特 別 な 希 望 に よ り 、 当 該 特 定 施 設 が 定 め た 標 準 的 な 入 浴 回 数 を 超 え た 回 数  

（ 当 該 特 定 施 設 が 定 め た 標 準 的 な 入 浴 回 数 が １ 週 間 に ３ 回 で あ る 場 合 に は ４ 回 以 上 。  

た だ し 、 居 宅 サ ー ビ ス 基 準 第 １ ８ ５ 条 第 ２ 項 及 び 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 基 準 第 １ ２ ０ 条  

第 ２ 項 並 び に 介 護 予 防 サ ー ビ ス 基 準 第 ４ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り １ 週 間 に ２ 回 以 上 の  

入 浴 が 必 要 で あ り 、 こ れ を 下 回 る 回 数 を 標 準 的 な 入 浴 回 数 と す る こ と は で き な い 。 ）  

の 入 浴 の 介 助 に 要 す る 費 用 。  


